
盲 ・ろ う ・養 護 学校 「個 別 の教 育 支 援 計 画 」 部会

研 究主題

r盲 ・ろ う ・養 護 学 校 に在 籍 す る児童 ・生徒 一人一人の教育ニーズに応 じた

個別 の教 育支援計画の研究開発 」

研究の概要

個 別 の教 育 支援計 画は 、教育 、福祉 、医療 ・保健 、労働 等 の連 携 に基 づき、乳 幼児 期 か ら

学校 卒 業後 まで の一 貫 性の あ る支援 を行 うこ とを 目的 と して 、LD等 を含 め瞳 害 の あ る児

童 ・生徒 一 人 一人 の教 育ニー ズ に応 じて策 定 され る計 画 で ある。本 計画 の策定 は、本年 度 か

ら、都 立盲 ・ろ う ・養 護学校 の全校 で 開始 され た ところで あ るが、今 後 は、個 別 の教 育支 援

計 画 の 充 実に 向けて 、そ の活 用 方法 等 の具体化 を行 っ てい く必 要が あ る。

本 研 究 は、昨年 度 の個別 の教 育 支援計 画の 書式や 策定 手順 等 の研 究成果 を踏 ま えて、個別

の教 育支援 計画 の策 定 ・活用 上の 課題 を整理 し、その 課題解 決 の方策 を明 らか にす る こ とで 、

個 別 の 教 育支援 計画 を活 用 した 地域 にお け る支援 体制 の構 築 方策 等 につ いて 、研 究 ・開発 を

行 った。

1研 究 の 目 的

平成15年3月 に出 され た 「今後 の特別 支援 教育 の在 り方 につい て」の最 終報告 の 中で は 、

障 害 のあ る児 童 ・生徒 を生 涯 にわ た って 支援す る観 点 か ら、教 育、 福祉 、医療 ・保健 、 労働

等 の 関係者 ・機 関が連携 し、 多様 な教育 ニー ズに適 切 に対応 す る教 育的 支援 を効果 的 に行 う

た め に個別 の教育 支援 計画 の策 定 が 明記 され た。

平成16年11月 の東京都 特 別 支援教 育推進 計 画で は 、「都 立 盲 ・ろ う ・養護 学校 にお いて

は 、障 害 のあ る児 童 ・生徒 等 一人 一人の 障害 の特性 や 、将 来 の進 路 希望 等に 基づ き 、教 育 、

福祉 、医療 ・保 健 、労働 等 の関係 機 関 との連携 に よ り、個 別 の教 育支援 計画 を作 成す る こ と」

「個別 の教 育 支援 計画 の作 成 は 、平成17年 度 か ら都 立 盲 ・ろ う・養 護学 校へ の普及 を図 り、

平 成19年 度 か ら小 ・中学 校 へ の普及 を進 めてい き ます。」 と示 してい る。

この よ うな 動向 を踏 ま え、都 立 盲 ・ろ う ・養護 学校 で の個 別 の教育 支援 計画の 策 定 ・活用

上 の課題 を整理 し、その解 決 の方策 や 課題解 決を 図 った実 践 事例 の検 証を通 して 、個別 の教

育 支援 計画 を活 用 した地 域 に お け る支援 体 制の構 築 方策 等 の在 り方 につ い て研 究 開発 を行

うこ とと した。

ll研 究 の 内 容

本研 究 では 、現状 の課題 を明 らか にす る とと もに、 個 々の 課題へ の解 決方 策の 具 体 化 を 主

な研 究 内容 と した.
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(1)個 別 の教育支援計画の策定状況の把握及び現状分析の観点の検討

(2)現 状分析 の観点に基づ く課題の把握

① 支援 目標の設定の状況

② 保護者の参画の状況

③ 校内委員会の設定状況

④ 支援会議の設定状況

⑤ 支援体制の構築状況

⑥ 評価の実施状況

⑦ 個人情報保護の状況

(3)解 決方策の検討

(4)課 題解決の方策 に基づ く障害種別 による活用事例の開発

皿 個 別 の 教 育 支 援 計 画 の 策 定 状 況 と分 析(現 状 の 課 題 と 解 決 策)

1支 援 目標 の設 定の在 り方

学 校 は従 前、 個別指 導計 画 にお い て長期 目標 等 を設 定 して きた。 しか し、個別指 導 計画 に

お け る長期 目標 は、 一年程 度 を 目安 と して設定す る 目標 で あ るこ とに比べ て、個別 の教育 支

援 計画 は 、3年 程度 を考 えた大変 長期 の 目標 で ある。 さ らに、個別 の 教育支援 計 画 は、地 域

生活 にか かわ る支援 目標 を設 定す る ことか ら、 目標 の 設定 に困難 を感 じて いる学 校 は多 い。

個 別 の教 育 支援 計画 の支援 目標 の 設定 には、障 害の ある幼 児 ・児童 ・生徒(以 下 、r児 童 ・

生徒 」 とい う。)一 人一 人 の教 育ニー ズを正確 に把 握す る必 要が あ る。その た めに は、本 人 ・

保 護 者 が今 の生 活 を どの よ うに充実 させ てい きた いの か。 また、 成人 にな った時 に どの よ う

な成 長 を 望む のか。 それ らの願 い を十分把握 す る こ とが大 切 で ある。 さ らに支援 目標 は、 児

童 ・生徒 を取 り巻 く支援機 関 との連携 を進 めるた めに 、3年 程度 で 達成 で きる 目標 を次 の よ う

に して設定 す る必要 が あ る。

(1)現 在 、将 来 を見通 す視 点

盲 ・ろ う ・養 護学 校 に在 籍 して いる児童 ・生徒 の 全体 像 を把握 し、適 切 な教 育 的 支援 を

効 果 的 に行 うた めに は、 一人 一人 の障害 その もの に対す る特 性 の理解 や実態 に合 った対応

の方 法、 現在 の健康 状態 、発 達 の状 況 な どを 正確 に把握 し、支援者 全 員 で共通 理解 を図 っ

てお くこ とが 基本 とな る。 そ の 上で、 どの よ うな環境 や 支援 が必 要か とい う視 点 で 支援機

関 と連 携 しつ つ、 将来 を見越 した 支援 目標 を設 定す るこ とが大切 で ある.

また 、児 童 ・生 徒 は、家 庭 ・学校 ・地域 な ど様 々な 関係 の 中で 、多 くの 人に支 え られ て 生

活 して い る。 こ う した生 活環 境 は 、児童 ・生 徒 の成 長 と ともに変化 してい く、そこ で、障 害

の と らえ方や 対応 の仕 方 につ いて 生涯 を見通 した視 点で 目標 を設定す る必要 が あ る.
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(2)本 人 の可能性 を生 かす 視点

本 人 ・家族 が主体 となって 社会 参加 をす る力 を高 め、 自立 にっなげ てい ける よ うに、 支

援 目標 を般定 して い くこ とが 重要 で ある。本 人の もて るカ を 発揮 で きる よ うな支 援 を行 う

た め に、支援 す る方 向性 を家 族や 支援機 関 と共通認識 す る こ とが重要 で ある。例 えば 、年

度 当初 の面 談や 、家庭訪 問 な どの際 に保 護者 とよ く話 し合 い 、生 活全般 にわた る児 童 ・生

徒 の様 子 を把握 す る とともに、支 援機関 と連携 しなが ら本 人 の可 能性 を見 っけ 、支援 目標

を設定 して い くこ とも大 切で あ る。

一 「支援 目標 」の 誰定一

支接糧関が玄棍をする目榛 であり、「Nよ うに支援をす・6」という内喜

の衰記とな6。 本人がr・vできるようになる」という衰記で臨ない。

・社会 生活のマナーやルールについての理解を深 め、集団生活ができるように支援する。

・就 労支援 を中心とした関係 機 関を活用し、就労後の定着 が図れるように支援する.

「現在 ・将来 の 生活 につ いて の希 望1を 達成 す る こ とを主 眼にお き、ICF(国 瞭生

活機 能分類)の 視 点 に基づ いて 、各 支援 機 関が支援 を して い く目標 を設 定す る。
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(3)家 庭 環境 の変化 に対応す る力 への視 点

家 族 は本 人 を取 り巻 く最 も身 近 な支援 の担 い手 であ り、 土台 ともい える。 そ の家族 の 変

化 か ら本人 が受 け る影響 は大 きい.

就 学 ・就 労、 転居 、両親 ・兄弟 ・祖父 母 の病 気 な ど、家庭 環境 の変化 は短期 的 な もの か

ら長期 的 な もの、又 は前 もって 予測が で きる もの か ら突 発 的 な もの な ど様 々で あ る。す べ

て を想 定す る こ とは難 しいが 、 あ る程度 予 測がで き るケー ス にっ いては あ らか じめ対応 策

を検 討 し、 支援 目標 に盛 り込 ん でお くこ とも大切 で あ る。

(4)本 人 を取 り巻 く諸問題 の 早期 発見 と予防 への視 点

支援 目標 設定 に 当た っ て、児童 ・生徒 自身 では解決 困 難 な問題 が潜 んで いない か を探 り、

一77一



予防 して い く視 点 も重要 で ある。 た とえば、虐 待(ネ グ レク トを含 む)や 、 い じめ、不 登

校 な どの兆 候や 、家庭 生活 上 の 問題 、経 済的 な困窮 等 、今 後起 こる可能 性が生 じて い ない

か を注 意深 く見 て い くこ とも必 要 で ある。 本 人や 保 護者 と普段 何気 な く話 を して い る中で

あっ て も困 ってい るこ とや 言葉 の背景 にあ る心情 を敏感 に感 じ取 る こ とが大切 で あ る。

場 合 に よって は 、支 援 目標 を設 定 しなが ら適 切な 支援機 関 を紹介 した り、情 報提 供や 支

援 をす る こ ともで き る。 緊急性 の 高い状態 と判断 され る場 合 、状況 を 注意深 く見 守 る と と

もに 、支援機 関へ の相 談な ど迅速 かつ組 織的 な対応 が 必要 にな る。 そ のた めには 、児 童 ・

生 徒、 本人 ・保護 者 が 困難 な状 況に陥 った ときに 、相 談 しやす い信 頼 関係 をつ く ってお く

こ とも重要 で あ る。

2保 護者 の参 画

個別 の教 育支援 計画 の策 定 で は、特別 支援教 育 コー デ ィネー ター(以 下 「コー デ ィネー タ

ー 」 とい う。)や担任 が 中心 とな って進 めて い くこ とにな るが 、そ の過 程 にお いて本 人 に と

って最 も身 近 な支援 者 で ある保 護 者 の参 画 が重要 で あ る。本 人 の障害 の程 度が重 い場合 は 、

本 人 の代弁 者 と して位 置付 け られ る存在 で も あ り、そ の役 割 を果 た してい くた めには 、保

護者 が 自分 の子 どもに対 して形 成 され る支援 のネ ッ トワー クにつ いて 、 その全 体像 を把 握

してお く必 要 が ある。

しか し、保護 者 に よって は、個別 の教 育支援 計画 に対 して どの よ うにかか わ ってい った

ら よい のか が分 か らな い とい うケー ス も多 い。個別 の教 育支援 計 画の策 定 にかか わ る手順

を 図式化 して提 示 す るな ど、保 護者 自身が どの場 面 で どの よ うな役 割 を期待 され て い るの

か にっ いて 、理解 と協 力 を得 られ る よ う工夫 を して い く必 要 が あ る。

(1)情 報 の提供

ア 状 況の把握

児 童 ・生徒 の状況を 適 切 に把握 し、個別 の教 育支援 計 画に反 映 させ て い くた めに 、本

人 ・保護 者 と学 校 との間 で現 状 について共 通理解 を図 る必 要が あ る。 家庭生 活表 な どの

書 面 では情報 が十分 に 記載 されな い こ ともあるの で、家 庭 訪問等 の機 会 を生か して 聞 き

取 りを行 う必 要 が あ る。

例 え ば、受 けて きた 医療 ・療育 が何 をね らい として どの よ うな方 法 で行 われ て きた の

か な どは、機 関名 だ け記 載 された 中か らは読み 取 る こ とがで きない 、個別 の教 育 支援 計

画 を策 定 してい く上で 、保護 者 が これ まで どの よ うな考 え方 に基づ い て子育 て を進 めて

きたの か知 ってお くこ とは重 要 で あ り、必 要に応 じて情報 を提供 して も らうよ うにす る.

また 、家庭 で の過 ご し方や 地域 資源 との かか わ りにつ いて も、現 在 の支援 の質や 量 が

適 当な のか ど うか を把握 す るこ とが 大切 に な って くる.支 援 の量 を物理 的 に単 に増や し

て い くこ とが、本 人 の 自立 ・社 会参加 に必ず しも直結 す るわけで はな い。 一人 一人 の支

援 の 目標 に 照 らし合 わせ て、 どの よ うな支援 の質や 量が 準備 され る必 要が あ るのか を本

人 ・保護 者 と担任 とで明 らか に してお くこ とが 大切 で あ る。
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現状の聞き取り 教育=一 ズの把握

教4㈱ 提供家庭訪問などで

これまで曼けてきた支橿

現在困っていること

将来に向けた希望

どのような支援が必要か?
1

適切な支橿の量や質は?

.ニ ーズに合った支援機関とすでに達携し
ている

,

教青r藁斎 食記黛 響機関1

「,{kコ 保階 蜘 ・よる硫=)

個別の教青支援計画の
策定に向けての原案作成

教青ニーズに合った
新たな支橿機関の開拓将乗目指している

自立と社会参加のイメージ

図1=個 別 の教育 支援 計画 の原 案作 成手 順

イ 活 用 でき そ うな社会 資源 につ い ての情 報提供

家庭 か らの聞 き取 りの中 で出 てきた本 人 ・保 護者 の願 い に 関 して 、それ 力沐 人 の 自立

と社会 参加 を促す 上 で必 要 な支 援 で あるな らば、 どの機 関 が支援 を行 うことが で き るの

か 探 してい くこ とにな る。 近年 、保 護者 の間 で もネ ッ トワー ク作 りが進 んでい るの で 、

保 護 者 と学校 が 協力 し、適 切 な支援 機 関を探 してい く必要 が ある。

また 、既存 の支援機 関が その 支援 内容 を充 足 させ られ るの で あれ ば 、そ の情報 を本 人 、

保護 者 に伝 え、事 前 に 自分 た ち の 目で確 か めて も ら うこ とも大切 で あ る。 これ は コー デ

ィネー ター な どを通 じて、新 た な支援機 関 を開拓す る際 に も同 じこ とが 言 える。

行政 関係 の福祉 サー ビス には 、 申請 制を取 ってい る もの も多 い。 適切 なサー ビスが あ

って も、そ れ を保護 者 が知 らな い場合 もあ る。 区市 町村 ご とに申請先 が 定め られ てい る

ので 、障害者 福祉 の 手 引き な どに基づ いて、 適切 な情報 を保 護者 に提供 し、本 人 と保護

者 の判 断 を交 えてそれ らを取 捨選 択 してい くことが 重 要で ある。

(2)相 談活動

ア 個別 の教 育支 援 計画 の策 定 にあた って

個別 の教 育支 援計 画 の策 定に 当た っては 、 コーデ ィネー ターが 中心 となって調 整 を 行

うが 、そ こで掲 げ られ る支援 の 目標 につい て は必ず 本 人 ・保 護者 の理解 、同意の 上 で設

定 され る必 要 が ある。 そ の際、 本人 ・保 護者 が主 体的 に 自身 の生活 を形 作 ってい く とい

う観点 か ら、で きるだ け 自らが 必要 な支援 につ いて整 理 が で きた り、解 決 の方 法 が見 い

だせ た りで き るよ うな かか わ りが な され るの が望 ま しい。

ま た 目標 達成 に向 けて どの よ うな手だ てで かか わ りが進 め られ てい くのか にっ いて も、

本 人 ・保護 者 の意 向 を反映 させ 、事 前 に共 通理解 してお く必 要が あ る、 本 人 ・保 護 者 に

とって 、支援 は一方 的 に付 与 され る ものでは な く、時 と して本人 ・保護 者側 に も協力や

努 力 が 求 め られ る場 合 もあ り得 るので 、そ うした事柄 が予想 され るケー スにつ い ては 、

そ の点 につ いて も事前 に十 分 に話 し合 ってお く必 要 が あ る。

イ 支援 の 開始後 にお いて

支援 が学校 外 の機 関で行 われ る場 合 、学 校 と して状況 を把握す るた めに、 コー デ ィネ

ー ター や 担任 が 出向 いて 、支援 が行わ れて いる様子 を実際 に確認 す るこ とも大 切 で あ る。
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また 、保 護者 に適 宜 、状 況把握 を進 めて も らい、 それ を情報 として学校 に伝 えて も ら

え る よ うにす るこ とが必 要 とな る。 その際 には本 人 の満 足度 のみ な らず 、個別 の教 育支

援 計画 で 掲 げた支援 の 目標 に取組 が行 われ て いるか につ いて も把握 して もら える よ う、

保 護者 に具体 的な観 点 を伝 えてお く ようにす る。

コー デ ィネ ー ターや 担 任 は、保 護者 か ら寄せ られ る支援 の 経過 の報告 を受 けて 、 支援

の 目標 や 本人 の 自立 と社 会参 加 とい う観点 に照 ら し合 わせ て 適切 な方 向で進 め られ て い

るか総 合 的 に判断 し、 内容 に よって は保 護者 との話 し合 いや 、支援 計画 その もの の 見直

しも検 討 して い く。

1

〆薮育ニーズが十分に満たされない…、

新しい教育ニーズが出てきたけれど、

支援の実施 どうしたらよいのか分からない…

↓ こ込/
,ノ

支援搬関 本人(代 弁者としての保護者)学 校■

↑ 1轟5
支援の再調整を依頼

図2:支 橿 開始 後の支 援機 関の役 割

(3)保 護 者 へ の支援

保 護者 は、本 人の 家庭 生活 の支援 者 と して、 また 、構 築 され る支援 体制 の基盤 と して大

切 な役 割 を担 うこ とに な る。 本 人が 、今後 の事態 に対応 で き るカ を付 けてい くた め には 、

自身 が抱 えて い る問題 を、 自身 の判 断に 基づ き、 自身 で解 決 で きる よ うに しな けれ ばな ら

ない。 そ のた めに は本人 、保 護者 は支 援機 関 に説 明 した り、時 に は説 得 した りで き る力 も

必 要 で ある。

保 護者 に よって は、 自ら情 報 を集 め、 自 ら行動す るた めの方 法 を伝 える必要性 が 生 じる

場 合 もある.ま た 、担任 が本 人 ・保 護 者 と一緒 に活動 し、具体 的 に動 き方 を伝 えてい くこ

ともあ る。 よ り良 い保護 者 の参 画 を促 す ため には、 主体 的 に行 動 で きる よ うな情 報 の提 供

や 、啓発 活 動 を してい くこ とが 大切 であ る。

支援機 関の情 報 につ いて も担任 一人 一人 が個 人で管理 をす る と、担 任 に よって情報 量 の

多少や 支援 機 関の分 野(医 療 ・福祉 ・余暇 な ど)に 偏 りがで る可能性 があ る。 学校 と して

っ なが りが あ る支援 機 関 を一 覧 に し、 どの支援機 関 の利 用 を考 えるか にっいて 、保護 者 が

取捨 選 択 で きる よ うにす るの も一つ の方 法で ある。

また 、そ の前段 階 として、本 人 ・保 護者 が今 の生活 を見つ めて 、将来 に向けて 「00を

で き る よ うに な りた いか ら、 △△ の支援 が必 要」 と意識 で き るよ うな働 きか け を担任 は 口

ごろか ら行 って いか な けれ ば な らない。 本人 ・保護者 の声 を傾 聴 し、本 人の将 来像 にっ い

て一 緒 に考 えて い こ う とす るよ うな共感 的姿勢 を もって 、本人 ・保護 者 に接 して い くこ と

は 、担任 に 求 め られ る専 門性 と して再確 認 され る必 要が あ る。
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3校 内 委 員会の 設定

(1)校 内委 員会 の役 割

校 内委 員会 は、個別 の教 青支援 計 画 の策 定 におい て、 支援機 関 と連携 を とり、校 内 の意

見 をま とめ 、円滑 に活 用 で きる よ うにす るために校 内組 織 が必 要 とな る。(こ こで は 「校 内

委 員会 」とす る。)校 内委員 会 は、学 校 の規 模等 の実態 や 校 内体制 に よ り様 々な構 成 が考 え

られ るが、校 長、副校 長 、主幹 、学 部 主任 、 コーデ ィネー ター等 を中心 として 、必 要 に応

じ、各分 掌 、各委員会 の長 を構 成員 とす る体制 作 りも考 え られ る。 校 内委 員会は 、 良 い支

援 にっ なげて い くため に保護 者 の参 画 の 下、担任 が 作成 した個別 の教 育支援 計画 の 支援 目

標 や 支援 内容 、評価 を確 認 し、学校 と して個別 の教 育支 援 計画 を策定 してい け る よ う担 任

の指 導や 支援 の方策 を具体化 して い くこ とが必 要で あ る.

また 、地域 資源 の情 報収集 、校 内 の児 童 ・生徒 がか か わ る支援機 関 に関す る情 報 の把握 、

全 校 への 情報 提供 、外部 支援 機 関 へ の連 絡 ・顔 合 わせ の 日程調整 、個別 の教 育支援 計 画 に

関す る研 修会 の企 画等の活 動 を行 うこ とも大切で あ る、

個別 の 教育 支援計 画の策 定 にお いて は、前籍 校か らの 個別 の教 育支援 計画 の活 用 、就学

支 援 シー トの活用 と併 せ て、 ケア プ ランや 療 育機 関等 の 「個別 の支援 計画 」 との す り合 わ

せ な どが必要 な場合 が生 じて くる。 前籍 校か らの個別 の教 育 支援 計 画の活用 、就 学 支援 シ

ー トの活 用 と併せ て、校 内委員 会 で検討 していか な けれ ばな らない項 目の 一つで あ る.

(2)校 内委員会 の課題

校 内委 員会 を 円滑に機 能 させ るには 、校 内委 員会 を学 校 組織 と して明確 に位 置付 け 、役

割 を明確 にL、 課題 を整 理 し、仕 事 の割 り振 りを行 い 、組 織 的に活動 で き るよ うに す る こ

とが大切 で あ る。 また 、校 内組 織 で話 し合 われた こ とや ま とめた 資料 は全校 に周 知 し、情

報 を共有 で き るよ うに、校 内委員 会 を組 織 的 に位 置付 け 、運 営 して い く必要が あ る.

燃 曇懸 姻 別ω敬礁 環計r雌 評価・「'械 漏
.矧椋 曇・督学郁薫嵐 僻 別翼毎 敏買

敏,膚
相髄 部

「'一 開 一叩 ■ 囲「-FtJ-t層 ρ一 一't-v't一 一 一 一"一 一一 　一 置'一 甲'一 膠凸 一一'引 「'一 「'「一 国'-Pd一 一"一'一 一t一 り 「

![医 標i][i藝 コ 轟 慕 襯 地域生活 蒜 品1轟 轟ll
コ 　

L,___,,_.一_____,4___,_瞥_一,_,___一 一一り_,,_,_,_,_,_,_,_,,_.,_一_.一 」

図3A校 の校 内組 織(組 織構 築の イ メー ジ図)
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(3)校 内委員会 にお け る コー一デ ィ ネー ター の役割

コー デ ィネー ター の役 割 には以 下 の ことが あげ られ る。

① 学校内の関係者との連絡調整

② 校内の保護者や教員の相談窓口

③ 地域内の小 ・中学校や保護者の相談

④ 地域内の関係者 との連携 ・連絡調整

⑤ 地域のネットワークの形成のための連絡調整

個別 の教育 支援計 画 の策 定 にお いては 、校 内体制や 関係 諸機 関 との連携 の中心的 な役 割 を

果 た す のが コーデ ィ ネー ター であ る。 関係 諸機 関 と連 携 を図 るこ とは もち ろんで あるが 、校

内 の関係 者(担 任や 養護教 諭 等)と 連 絡調 整 してい くこ とも重要 で あ る。 また、場合 によ っ

て は保 護 者 に対す る学校 の窓 口 としての役 割 を担 ってい くこ と とな る。 策定 に伴 い、担 任 一

人 で は容 易 にで きな い地域 資源 の情 報収集 等 を行 い 、担任 への 支援 を行 ってい くこ とも必 要

で あ る。

(4)コ ーデ ィネー ター の課題

上 記 の よ うに コー デ ィネ ー ターの役 割は数 多 くあ り、在 籍 児童 ・生徒 数 が多 い学校 では 、

コー デ ィネー ター に責務 が集 中 しない よ うに役割 のす べ て を担 うとい うので はな く、校 内

委員 会 を 中心 に学 校 全 体 の体制 の 中で他分 掌、担任 と役割 分 担を しな 溺 ら組織 化 を進 め る

こ とが 必要 で ある。 例 え ば、支 援機 関等 と連携す る上 で、最 初の 関係作 りを コーデ ィネー

ター が行 い、 あ とは担 任 に移行 してい く とい った よ うな体 制 作 りが必 要であ る。 また 、 コ

ー デ ィネー ター につ いて は組織 的 な位 置付 け を明確 にす る必要が あ る。

4支 援会 識 の進 め 方

(1)個 別 の教 育支援 計画 の策 定時 の支援 会議 までの流 れ

個 別 の教 育支援 計画 の策 定 に あた っては、本 来 は、すべ ての児童 ・生徒 にっ い て、「複数

の 支援機 関に て、支援 会議 を行 うこ と」 とな ってお り、そ の支援 会議 を経て 、 は じめて個

別 の教 育 支援計 画 を策 定 した といえ る。 盲 ・ろ う ・養 護 学校 で も、す で に今年 度か ら、全

児 童 ・生徒 に おい て、複数 機 関 での支援 会議 に よる個別 の 教育支援 計 画 を策 定 してい る学

校 もあ る.

しか し、実 際 には、都 立 盲 ・ろ う ・養護 学校 では、在 籍 児童 ・生 徒数 の多 い学校 もあ り、

さ らに学 区が広範 囲で あ る こ とな どか ら、全児 童 ・生 徒 に複数機 開 での支援 会議 を開 くこ

とが難 しい状 況で あ る学校 もあ る。 そ こで、「(学級)担 任 ・コー デ ィネー ター が支援機 関

と調整 す るこ とで支援 が 可能 にな る」ケー スの場 合 には 、そ の調整 も支援 会議 の 一つ と し

て 考 え 、対応 して い くこ とが 考 え られ る。 さらには 、す で に支援 機 関が決 定 し、 スムー ズ

に 進 ん でい る場合 もあ る,そ れ らの ケー スに応 じた進 め方 につい て 、次頁に 示す.右 記 の

② ③ で策 定 され る場 合で も、学級担 任が 内容 を把 握 しf個 別 の教 育 支援 計画1に 記録 して

い くこ とが必 要に な る,
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～個別の教育支援計画の策定時の流れ図～
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図4=個 別の教育支援計画の策定時の支援会議の流れ図
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(2)本 人 ・保護者 か らみ た支援 会議 の流れ ～ 困難 な状況 が 生 じた時～

支援 会議 は、個別 の教 育支援 計画 を策定す る ときだ けで な く、困難 な状況 が生 じ、必要

が生 じた 場合 に は、適 宜 行 うよ うにす る。本 人 ・保 護 者 自身 がす みや か に解 決 で きれ ば よ

い が 、急 に 困難 な状 況 が起 こっ た とき には、本 人 ・保 護者 自身 は とま どって しま うことが

多 い。 学 級担任 が 、そ の よ うな状 況 を把握 し、支援 が必 要 と思 われ る場 合 は、学校 の コー

デ ィネー ター と学級 担任 が本 人 ・保護者 と相 談 し、本 人 ・保 護者 の状況 を十 分 に理解 して

支援 会 議 を行 うこ とで他機 関 と連 携 して解決 にあた る こ とが大切 で あ る。
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図5=本 人 ・保 護 者か らみ た支 援会議 の 流れ

(3)支 援会 議 の設 定

支援 会 議 は 、個別 の教 育支援 計画 の策 定 、又 は児 童 ・生徒 の 地域 生活 にお いて 困難 な状
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況や 諜題 が あった場合 な どに、 その 課題 解決 に向け た支援 を話 し合 うた めに、 支援機 関 が

集 ま り協議 をす る場 であ る.

支 援会 議 は、本 人 ・保 護者 と支援機 関 との連 携 を深 め 、支援 体制 の構築 を図 ってい くた

めに行 うもので あ る。 ここでは 、本 人へ の支援 にっ いて 話 し合い 、支援 内容や 支 援方 法 を

決定 す る こ とを 目的 とす るだ、 さらに本人 自身や保 護 者 が抱 えて い る問題 を 自分 自身 で解

決 し、今 後 の事態 に対応 す る力 を付 け る場 に もなる、

～個別の教育支援計画策定時の支援会議の進め方～

事

前

準

備

支

援

会

議

支

援

会

謹

後

① 支援会議の出席機閣の確認

本人 ・保護者 の意向を受 け、コーデ ィネ ーターが中心 となって、どの よ うな援助 が必 要か、各槻関 と相談 し

なボ ら、参加 メンバ・一を決 めてい く。相談 内容やこれまでのつなが りに よっては、学級担任 ・保護者 が連絡

を取 り合 うな ど、柔軟 に考えてい く。

② 日程 、場所の調整

場所 は、学校に限 らず、各支援機 関 の都 合に より調整す る。例 えば、医療機 関が出席す る場合 、病院 であれ

ば医師の参加 が可能 にな りやす くなる.

③ 出席槌関の担当者 との拳前打 ち台わせ

保 護者の了解 を と り、個別の教育支援計画 を渡すな どの事前 準備 が行 うよ うにすれば、会議の 中で も、各機

関が どのよ うな支援 が行 えるか、事前 に話 し合 って、出席 でき ることもあ る。

その場では伝 えに くいこ とも、事前 に コーデ ィネーターカ{知り内容 を整理す ることで、会議 をスムーズに運

びや す くなる.

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

本 人 ・保護 者 より 一 生活 の様 子、現在抱 えてい る問題 、将来の希望 について

現在行われている支援機 関で実施 している支 援内容の確認 と、① に対す る支援機関の考 え

本人 を含 めた家族の将来像 の確 認

ニー ズを充足する方法の検討

活用 できる社会資源の検 討

今後 、 目指すべき支援の内容の確認

各機 関の具体的な支援内容 と役割の確認

①

*

*

*

②

*

*

*

*

支援 内容の記録(個 別の教育支 援計画の記入)

本人 ・保護者の希望

支援者の意見

今後 の方向性 と支援の方法

再評 価(個 別の教育支援計画の記入〕

支援効 果による家庭や本 人の変化

支援方法の妥 当性

支援 目標 と、支援 計画の再設定

具体 的な支援の 再調整
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5支 援 体 制 の構 築

(1)地 域 の支援機 関 の把握

個 別 の教 育支援計 画 の策 定 に 当た り、平成17年 度 に設 置 され た 「東京 都広 域 特別 支援

連携 協議 会 」 にお い て個 別 の教 育 支援 計画策 定の趣 旨を浸 透 させ 、 また、各 区市 町村 にお

い て も 「特 別支援連 携 協議 会」 を組織 し、障害の あ る児童 ・生徒 の一 人 一一人 の ニー ズ を踏

ま え生 涯 にわ たって適切 な支援 を行 うた めのf地 域 支援 」 の システ ム を構 築 してい く必 要

が あ る。

東 京都 で は、教育 、福 祉 、 医療 、労働 の支援機 関 が 多 くが重 な り合 って存在 してお り、

相 互 の情報 交換や連 携 は十 分 で ない状 況 にあ る。

以 下の 図は支援機 関等 の代表 的 な もの を挙 げてあ る。 各 支援機 関 は一つ の領 域 だ けで な

く、複 数 の領 域 に また力童って支 援 を行 っ てい るこ ともあ る.個 別 の教 育 支援計 画 に よ る支

援 体制 の構 築 には、個別 の教育 支援 計 画 にあ る支援領 域 に関係す る支援機 関 にっ いて 、実

態 を把 握す る必 要が ある。

【家 庭 生 活 】

児童相韻所

区市町 村障害福祉課等

心身障冨者幅祉セ ンター

知的障害児等相韻支橿事巣

障害 宥地域 自立生藩支援セ ンター

東京都発達 障害看支橿セ ンター

知的障害者粗餓 員

シ ョー トステイ

ホームヘル プサー ピス

デイサービス

通勤寮

グループホーム など

【医療 ・健 康〆教 育 相瞭 】

地域の医療機関

保健所、保健センター

盲 ・ろう ・養護学校

区市町村教育委員会

地域 の学棟

教育 センター 灘

【余暇 ・地域生活】

学童クラブ
社会福祉協膳会

青年教室
故課後活動支橿団体

学被週五日制話動
会員制の生活立崔事業
障害者スポーツセンター

障害者職 巣セ ンター

ハローワーク

障害 者雇 用セ ンター

障害者就 桑 ・生活 支橿 セン ター

障害者就 労支援事 案

企業

入所施殴 、通所施 訟

な ど

【そ の 他 の 社 会 資 源 】
・寝 の会

・自立生 活セ ンター

・習い ごと(音 楽 .ス ポーツな ど)

図6:各 支授領域に関係す る支援機関等(例)
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(2>行 政 と一 体 とな った 支援 体制 の構築

図7は 、就 学 前か らの療 育や学 齢 期の教 育 、成 人期 以 降 の 生涯教 育 、そ して社会 生 活 を

よ り豊 か にす るた めの暮 ら しや働 く場に つい ての地域 支 援 な ど、本 人 のニー ズ の実 現に 向

けた 世 田谷区 の個別 の支援 計画策 定 のイ メー ジ図で ある。 幼児 ・児 童期 か ら青年 期 以 降 の

社会 的 自立 まで の課題 を整理 し、担 当部署 の連携 に よ り支援 を行 うこ とを想定 して いる。

養 護 学校 の特別 支援 教 育 コー デ ィネ ー ター も参 画 してお り、 医師や学 識経 験者 も体 系化 を

支 え てい る。

この 計 画は組 織 の一元 化 に よ り、本 人 の願 い を確実 に引 き継 いで い くこ とが で き る と同

時 に 、情報 収集 も容 易 に な り、有 効活 用 でき る もの と して期 待 され てい る。

世 田谷 区の取組 は 、先進 的 なモ デル の一つ で あるが 、学 齢期 で の有効 活用 にお いて 学校

の果 たす 役 割 は大 きい。 学校 は 、個別 の教 育支援 計画 を支 援機 関 とつ な ぐ手 段 と して 活用

し、 支援 会 議 を開催す る 中心 的役割 を果た し、児童 ・生徒 一 人一 人の 支援体 制 を構 築 して

い く必 要 が あ る。

(3)学 校 主導 で の支援 体制 の構 築

地 城 に あ る支援機 閲 との連携 が十 分 でない とき には 、学校 が 個別 の教 育支援 計画 の策 定

を通 して 支援 体制 を構 築 して い く必 要 があ る。

以 下の 図 がそ の手順 で あ る。

支 援 体制 構 築 の手1順

膏
-畠
詞
慌

【支 援 機 関の 調 査 、 把 握 】

どの よ うな支援機関が あるか、支授内 容は どう

い った もの か、地域 ご とに調査 を して把握 する。

地域に はない支援機 閨で も、広域 にわた り支援 を

している機闘もあるので、注意 して調査をす る。
oO

藩
瀞
憲
轟
聾
照

【支 援機 関 へ の 協 力依 頼 】

支扱機閣の把握がで きた ら、それ ぞれ に 「個別の

教 育支 扱計画 」 につい ての 説 明 と協 力の 依頼 をす

る。場合に よっては学校 に乗て もらい、協力依頼の

説明会 を設 けることも必婁である。o ○

¢娯

ぜ
掌
〆̀

蓋

葦

蕪

鍵
鱗

【支援機関の情 報交換 ・説明会の開催】

地域や支橿内容に応じ支援機闘に集まってもらい、本人
及び保護者に対 して支援機関の支援の内容を異体的に説

明する情報交換 ・説明会 を行い、情報提供をする.

【支援会議の開催】
本人、保護者の希望に対 し必要 と思われる支橿につい
て.関 係する支援機関が集ま り具体的な支擬について話し

合う支橿会謹を開催する。

Oo

図8=支 援体制 構 築 の手順
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各 学校 で実施 して いる学校 公 開 を活 用す るこ とも大 切 で ある。地域 にあ る支 援機 関 に参

加 を呼 び かけ 、積極 的 に学校 や 個別 の教育 支援 計画 につ い ての情 報提供 を行 うの で あ る。

就 労支援機 関 と連携 して 、企 業 を対象 と した学校公 開 を実施 して い る学 校 もあ り、既 存 の

支援 体 制 を一層 充実す るこ とが で き る。

学 校 に よって は、既 に教 育相 談や就 学相 談に かかわ っ て 、関係機 関 との連携 が とれ てい

る ところが あ る。新 入生 の 引継 ぎ を行 うた めに行 う地 域 の学校 とのケー ス会議 の 開催 や 、

進 学の相 談 で地域 の学校 等 と連携 を とって対応 してい るが学校 もある。 この よ うな機 会 を

活 用 して、支援 体制 を構 築す るこ ともで き る。

また 、地域 にお け る特別 支援 教 育の セ ン ター的機 能 を活 用 し、支援 体制 を構 築す る こ と

が で き る。例 えば夏 季休 業 中な どに実 施す る研修 にお い て 、研修 の内容 を個別 の教 育 支援

計画 とす るこ ともで きる し、対象 を地 域の 学校 や 各支援 機 関 な どにす る ことに よ り、支 援

体 制 の構築 をす す め るこ ともで き る。

(4)支 援会 議 に よ る支援 体制 の構 築

① 肢 体不 自由養 護学校 の例

アA児 の生活 の状 況 と個別 の教 育支援 計 画

A児 は 、訪 問部 に在籍 す る小 学6年 の 男子児童 で あ り、呼 吸状態 が悪 く、 日常的 にパ

ル ス オキ シメー ター を装 着 してい る。 疲 を 自分 で排 出 で きに くく、吸 引が 日常的 に必 要

で あ り、食事 も注 入で摂 取 してい る。 夜 間 もパル ス オ キシ メー ター の ア ラー ム で母親 は

目を覚 ま し、吸引す るのが 日常 で ある。家庭 は母 親 と妹 がお り、祖 母が近 くに住 ん で い

るので、 毎 目祖母 が数 時間 、A児 宅 に行 き、A児 の看 護 を行 う。 そ の 間のみ 、母 親 が外

出 で き、 ゆっ く り休 養 で き る時 間 とな る。

難

本人が、 より自分の気持 ちを表現 できる力を身に付 けてほ しい。

本人が母親 と離れて過 ごす時間を増や したい。

日常生活 で は、呼吸状態 の厳 しさのた めに、なかな か本 人 が母親 と離れ られ な い こ と、

その ため に本 人 の意 向 を先回 りして、母親 が担任 に伝 えて しま う状 況 が 見 られ て い た、

そ こで、 まず は呼 吸状 態 の改 善の た めに、最大 限に 医療機 関な どと連携 を とっ て い きな

が ら訪 問指 導 の中で呼 吸状 態 の改 善 に努 め るこ と、 ま た母親 が本 人 と離れ る時 間 を増 や

す た めに家庭 生活 へ の支援 を 入れ るこ と、 さ らにそ の 中で本 人 の コ ミュニケー シ ョンの

力 を訪 問担任 との1対1の 関係 の 中か らしっ か り伸 ば して い くこ とを 目標 と して保 護 者

に提案 した。
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・呼吸状態が改善で きるよ うに支援す る。

・本人 が保護者以外 の介護者 とも過 ごせ る時間を増や していけ るよ うに支援す る。

・自分 の気侍 ちが表現で きるカが身に付 くよ うに支援す る。

灘懸撫
・理学療法士によ る肺理 学療 法 を行い 、学校 との連携 をとって呼吸状態 の改善 を目指す。

・訪 問看護、ヘルパーな どの家 庭生活 での支援 を行 ってい く。

・自分の気持ちが表現できる力 をまず は教員 との一対一の 関係 の中で しっか り身 に付 けてい く、

イ 支援 体制 の構 築へ

A児 の ケー ス では、 医療機 関以 外 は地域 との かか わ りが薄 く、家庭 生活 での 支援 は ほ

とん ど行 えてい ない状態 だった。 様 々な支援 が あ る こ とを母 親 に知 って も らい 、 さ らに

それ ぞれ の 支援 者 がネ ッ トワー クを作D、A児 と家庭 を支 えて ほ しい と考 え、 コー デ ィ

ネー ターが 中心 とな り支援 会議 を行 うこ とに した 。

① メ ンバー

保護 者(本 人 は 自宅 に待 機)、 地域 の保健 所 の方 、地 城 の療 育施 設の ケー ス ワー カー 、

市障 害福祉 関係 者 、校 長 、学級担 任 、 コー デ ィネ ー ター

② 支援 会議 の流れ

賑
藤

襯

1

2

3

4

5

6

7

8

9

地域の療育センターのケースワーか一

市障害福祉関係者

出席者の自己紹介

A児 の 日常の様子や、現在困っていること、希望していること

A児 の健康i態 や必要な医療的ケア、医療の面で理解しておく必要があることなどにっい

=在 宅重症心謝 璋害児 ㈲ 訪問事業など保健所を窓口に受けられるサービスにっいて

:地 域療育など支援事業や療育センターのリハビリ関係の紹介

:重 心施設入所 ・緊急デ時保護などの生活支援にっいて

これから考えられる居宅生活支援について

担任:A児 を担当して必要と思われる支援について、母親の思いを補足して

意見交換(コ ーディネーターを中心に)

コーザ ィネーター;本 日の会議のまとめ

③ 支援 会議 で方 向 と して考 え られ た こと

・地域 の療 育 セ ンターで は 、訪 問事業 も行 ってお り、月 に2回 理 学療 法士 を派遣 して も

らい 、肺 理学 療法 を中心 に、 リハ ビ リテー シ ョン を行 って も らう。

・週 に3回 、支援 費で 、 ホー ムヘ ルパ ーに居 宅支援 を行 っ て も ら う。

■t月に2回 、在宅 重症 心身 障害児(者)訪 問事業 よ り、訪問 看護 師 に来て もら う、t
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ウ 支援 体制 の構築

各機 関が支 援会議 の 内容 を受 けて 、それ ぞれ で検討 して もらった結 果 、支援 会議 で挙

げ られ た支援 を、実際 に受 け る こ とがで き る よ うに なっ た。

訪 問看護 師 には、学 校 の教 員の訪 問 日に来 て も ら うこ とに した。今 ま では 、授 業 に必

ず 母親 が っい てい る必 要 が あった が 、訪 問看護 師 に吸 引 を して も らいな が ら、母親 不在

で も授 業 がで き るよ うにな った。 さ らに、ホ ームヘ ル パー の訪 問で 、家庭 の家 事 が 減 っ

た分 、 母親 も休養 で き る時 間が増 えた よ うであ る。

地域 の療育 セ ンター か らも 、授 業 の 中で理 学療 法 士 に肺 理学 療法 を行 って もらい 、母

親 や 訪 問担任 も、排疲 方法や 気道確 保 のた めのポ ジシ ョニ ン グな どを学 び、A児 は 、以

前 よ り楽な 呼吸状態 の 時が増 えて きてい る。 今後 、 緊急 一時保 護の利 用 な ど も考 え て い

こ うと、保護 者 と話 し合 うてい る。

② 知 的障 害養護 学校 の例

ア 生徒Bの 初期 支援 と して の相 談 会議

初期 支援 と して、 コーデ ィネー ター が中心 とな り、 以 下の よ うな状況 の 中で 相 談会議

を行 い、支 援 の 目標 を設定 した。

・生徒Bl知 的 障害 養護 学校 高 等部1年 生

・母1会 社 勤務

家庭環境
・姉(独 立) 、 兄2人(独 立 を 予 定)

・父 の 死去 に伴 い 、経 済的理 由か ら も自立す る必 要性 が 生 じてい る。

・母 、 姉 、 生 徒Bが 来 校 し、 担 任 、 コー デ ィネ ー タ ー 、進 路 担 当 と面 談 を 行 う。

支援会議 ・経 済的 、精 神的 に 自立 し生 活 してい くこ とがで きる よ うにす るた め 、協 議 す る

必要 が ある。

羅 撫3郁 溺 獄 毒≧'・lt至 瓢 簿=u(～ ・'1{

.灘灘 、

・卒業後 、 グルー プホームで暮 らせ るよ うになるため、 自分か ら身辺整理 ができるよ うに支援 す る.

・服薬 の管理や健康 管理 も自分でで きるよ うに支援する。

・一定の収入 を得 ることができるよ う企業 での就労 を支援する。
軸,、 皇 ・ ∬,

聾
鍛 謡

`、 嚇 、FKI、 、、.・ 蓬'4「

・日常生活の指導で身の回 りの整理整頓 ができるよ うにす る.

・燭則正 しい生括送 り、一人で服薬 の管理 ができるよ う医療機 関 と相談 しなが ら支援す る。

・現場実習やイ ンター ンシップに より、能 力や適 正に応 じた就 労先 を探せ るよ うに支援す る。
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イ 支援 会 議 の開催

特 別 支援 コーデ ィネー ター は 、支援機 関 と連携 を と り支援 会 議 を開催 した。 支援 会 議

は 、学校 の担任 が生 徒Bの 希 望 を引 き出す 方法 で進 め た。 そ の結 果 、生徒Bの 将 来の 希

望 に沿 うよ うに、生活 設 計 につい て も検 討 され た。 そ の経過 は、表 の とお りであ る。

支搬灘先コ_=コ
尋

支

資料準備

旦 9

手当ての見直」

支援費活用範囲

9

瞳害に対する診断・処方

日常生活の留意事項

9
1ロ

家族の精抑
面と
軽済的安定
(IN2年)

2口

本人の進路
選択
(2N3年 〕

3口

卒業後の

暮らし
(3年 一卒
時)

ショートスティの利絹婚望 学校での確実な服薬 施設からの通学保障 健康面での保障

兄の独立

母が姉家族と同居

且

佃別の進路指導計画 生活の場の情韓提供

進路先情報の提供

現墳実晋の実施

実習の評価の報告

生徒Bの 希望確認

福祉施段の情輯提供

卒業後の生活プラン作成

余暇利用のプラン作成

旦

・生徒Bの 希望によりゲルーブホームでの生活へ

・将来は企業就労を目指す。

児 童施

設&

ゲルーブ

ホーム

ウ 卒 業後 の支援 体制 の構 築

生徒Bは 、卒 業後 の生 活 に向 けて 、 さ らに以 下 の よ うな希 望 をもっ よ うに な った 。

・友 達 と仲 良 く暮 らす。

・て んか んが治 る よ うに、 医者 と相 談 して 暮 らす。

・た くさん働 け る よ うにな った ら、母親 と暮 らす。

そ のた め 、個別 の教 育支 援計画 見直 しに当 た り、学 校(特 別 支援 コー一デ ィネー ター.

進 路指 導 担 当、担任)が 地域 の ケー ス ワー カー へ 引継 ぎを行 い なが ら、必 要に応 じて

支援 を して い くこ とを確 認 した。今後 は 、生 徒Bが ケー ス ワー カー と相 談の 上、支 援

者 を招集 し、生徒Bの 生活 の場 で支援 会議 を 開催 して い くこ ととな った。
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6評 価 の実 施

(1)学 校 ・支援 機 関 に よる評 価

支援 会 議 では 、支援 内容 を定 期的 に評価 してい く必 要 が あ る。評 価 は 、支援 の効果 と本

人 の変容 、次 の段 階 のた めに取 り組 むべ き課題 、本 人 の発 達や 成 長 を促 す た めに必 要 な環

境 ・社 会資源 にっい て検討 す る と ともに、支援 目標 の再 設定 を行 って い くこ とが大 切 であ

る。 また評価 は 、学年 末 に限 らず 、必 要 に応 じて支援 会議 を開き 、本 人 ・保 護者 と学校 、

支援機 関 で支援 効果 を再評価 す る とともに 、支援 目標 を再設 定 して い く必要 が あ る.評 価

をす るた めの支援 会議 は 、本 人 の現在 の状 況 に よ り、個別 の教 育 支援 計画策 定時 よ り多 く

の メンバー で実施 す る場合や 、 中心 とな って支援 してい る機 関 と本 人 ・保護者 で実施 し、

その結 果 を各機 関に連絡 す る こ とで 具体 的支援 の再調 整 をす る場合 が あ る。 具体 的 な評価

項 目は 下記 の とお りで あ る。

ア 評価項 目

1本 人を取 り巻 く環境の変化

a物 理 的環境 状 況の変 化

(例)補 聴器 、 眼鏡 、 車いす 、補 装 具 、座位 保持 装置 、 コ ミュニケー シ ョン機 器 、パ ソ

コン、 ネブ ライ ザー 、吸 引雑 、住宅 改造 、 タ クシー券 、都 営交 通 の無料 パ ス と割

引、障害者休 養 ホー ム 、福 祉会 館 、図書館 、ス ポー ツ セ ンクー等公 共 の運動 施 設 、

児 童館 、プー ル等

も人的 環 境状況 の変化(本 人 にか かわ る人 々や環 境)

(例)本 人 を取 り巻 く環 境 と して の学級集 団 、環境 としての家族 、訪 問看護 、昏 ルパ ー 、

ガイ ドヘル パー 、有償 ボ ランテ ィア、ボ ランテ ィア、シ ョー トステ イ、巡 回入浴 、

保 健師 相 談、理 学療 法 士 、作業 療法 士 、言語聴 覚 士、ス ポー ツ活動 、サー クル活

動 、習 い事 、民間 団体移 送サ ー ビス等

2支 援効果 による本人の変容(ね らいの達成)

3支 援効果の検討

4支 援方法の妥当性(必 要な環境)

5支 援 目標 、支援 計画再 設 定

6各 支援機 関の具体的支援の再調整

(2>本 人 ・保護者 に よる評 価

一社 会 参加 や社 会 自立の た めの基礎 的 な力 を養 う一

本 人 の 自己評価 を基 本 とす る場合 に は、 自信 と意欲 を培 い、達 成感 、充実感 を もて る よ

うにす る。 本 人 自身 で支援 機 関の 支援 内容 を評価 し、 支援機 関 に本 人 自 らニ ーズ を説 明 で

き る よ うに支援 す る必 要が あ る.そ れ・が、 仕会参加 や 社会 的 自立 のた めの基礎 的 なカ を養

うこ とにっ な がる。 本人 に よ る評価 は、本 人の主 体性 と 自己決定 を尊重 し、本 人 の 自己実

現 しよ うとす るカの 育成 等 につな げ てい くこ とが 大切 で あ る。本 人 自身 が支援 内容 を評価
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し、 そ の状 況 に応 じて 自分 でサ ー ビスを活 用す る技 能 を獲 得す るため には、 初期 の段 階で

は 、 支援機 関 の密度 の濃 い支援 が必 要 にな る。 本人 が 自分 の ニー ズ を整理 す る方法 を身 に

付 け 、支援 機 関 に問 い合 わせ て 社会 資源 に関す る情 報 を集 め る こ とが で きるよ うに な り、

希 望や 依頼 を明確 に伝 え るこ とが で きる よ うにな った ときに は、支援機 関は 、段 階 的 に援

助 を減 らしてい く必 要 が ある。 この段 階 での支援 機 関 は、 主 にサー ビス 調整の役 割 を果た

す こ とにな る.

下記 の 「①評 価の観 点」 は 、 どの よ うな 観点 で支援 機 関 が支援 を行 えば 、本 人 自身 が評

価 をす るカ を高 める こ とがで きるの か、そ の観 点 を ま とめた もの であ る。 またr② 児童 ・

生 徒 本 人 に よ る評価観 点表 」 は 、それ らの観点 を生徒 が 理 解す る上 で適 した表現 に直 した

もの で ある。

① 評 価 の観 点

1

今後 、地 域 での生活 で は、ど うい うこ とを してい きた い か、は っき りして きたか。

(将 来像 の確認)

2
今後 、社 会参加 や 社会 的 自立 を してい く上で 、 ど うい う力 が必 要か 、は っ き りし

て きたか.

3
今 後 、社 会参加 や社 会 的 自立 を して い く上で 、 ど うい う援 助が 必要か は っ き り し

て きたか 。(本 人 の ニー ズの確 認)

4
現在 の生 活で 困 って い る ことは何か 、確認 で きたか。(本 人のニー ズ の確認)

5
今後 、社 会参加 や 社会 的 自立 を して い く上で 、活用 でき る社会資源 はは っ き り し

て きたか。(本 人の ニー ズ を充足す る方 法 の検討)

6

祉 会資源 等 の必要 な情 報 を集 め るこ とが で きた か。

7
福祉 事務 所 、保 健 所 、障害 福祉 セ ン ター 、病 院等 、支援機 関に ニー ズ を説 明 で き

たか 。

8
自分 の ニー ズ を満 たす た めに 、主体 的に行 動 で きた か。

9
自分 の ニ ー ズ は 、 充 足 で き た か 。

10
利 用 してい る社会 資 源 を よ り利 用 ・活 用 で き る よ うに働 き か け る こ とが で きた

カ㌔

11
自分 な らで はの生活 ・生 き方 を築 くこ とが で きたか 。

工2
継 続 的 に関 わ って くれ る援助者 を見 つけ る こ とが で きたか。

13
自分 の能 力や 長所 に気 付 き、 自分 に 自信 が もてる よ うにな ったか。

一94一



② 児童 ・生徒本 人 に よる評価観 点 表

け'う"と うb`

評 価 項 目 は い
」

いい凡

サ

ー

ビ

ス

利

用

前

支

援

機

関

と

の

相

談

醐 の籔'蔽 嶺縮 で琶7欲 と響 勧 雪らに れからどんな笙窪がしたい(し

て み た い)か,は っ き り し ま し た か 。

e」、,⑤L`乱 の 石炉ら

これか ら したい{し てみ たい}生 活の ために、 自分の伸 ば したい力 は,は っ

き りし主したか。

義占阻」

し て ほ し い 援 助 は.は っ き り し ま し た か 。

琴 、 菌 っ て い る こ と は 、 は っ き り し ま し た か 。

これ か ら縮iし たい 慮 妻な〕 サー ビス ・耀 は、はっ きりしましたか。

自

分

の

行

動

轍 羅 菰{髄 読 陸書 鰍 センター蒲 撹 などに謹 轄し、サ_ビ ス`。

ついて釦りたいことは、曲けましたか.

落癬 耕嵐 鍵直凱 博蒼 亀笹 センター一、精撹 などに池 器 の罫婁なことは、

誉えることができましたか。

崩 に騨 なこと(邑諭 蒜 舅なザポート〕舗 るために,謝 から澗 でき

ま し た か.

サ

ー

ビ

ス

利

用

後

支

援

内

容

サービスを崩Lて 酒 勢 のしたい笙窪1避 づきましたか。

サ_ビ スを鰯 して、歯っていた ことは、篠 しま したか。{も う鍛 知 こな

りま したか)

琴の笙i誓は鍵しいですか。

じ`占`

自分 らしく、暮 らせ ていますか。

自

分

の

行

動

まだ酒 器のLた い笙落になってない膓嵐 亀`繭 冨洗 灘 読 陸馨轍 セ

期二らいん 甑 んらく ひ,'ウ 占 弓L覧

ン ター 、病 院 な どに連 絡 し、必 要な サー ビスの用意 を して も らいま した か。

L覧 らL'

(依 頼 できま したか)

轍 孝霧菰 鍵縮 薩 誉 鰍 センター 騎撹などと霜嶺しながら酒勢 の笙謬

は急 器 で鰻 していく劣らは、ついてきましたか。

亀`註葦鴇 弄、環「偉耕、躍響儀1往センター、鞘櫨 などで、菌っていることや樒み

などを霜護できる突はいますめ㌔

邑劣 で轟の角bげのことをする1努ちやコミュニケーションをとる劣ら、蒋蓮、i捻錘、

轍 をする凱 糞りの唇冠 鑓 蘭 鋤 畢　補 潰 い罵などの労 は溜 劫 まし

た か.

降亭 ん よ 卸,

自分の良い ところを見付 ける;と が できま したか。

自「秀の再竃 なこ とを箆待 けることが できましたか。

どうすれば.邑 器 の得審 なことを墨かした笙嘗ができると慧いますか.
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7個 別の教 育支 援計 画 にお け る個 人情 報保 護の在 り方

(1)校 内で の取 扱 いにつ いて

平成17年4月1日 、個 人情 報 の保護 に関す る法 律 が全 面施 行 され た。 それ に伴 いr東

京 都 個人 情報 の保護 に関す る条例 」が改 正 され 、個 人情 報 に対 す る意識 が高 ま って い る。

そ の都 の条例 に基 づ き、各 学校 で個 別の 教育 支援 計 画 につ い て、情 報収集 や保 管 方 法、保

管 場 所 、閲 覧方法 、支援 会 議 で話 された 内容 の扱 い等 の規 定 を作成 し、校 内で周 知 して い

く とと もに保 護者 に も説明 す る必 要が あ る。規 定 には 、以 下 の項 目を入れ る とよい.

・情 報収 集 に関 しては 必ず 、本 人 ・保護者 の 同意が 必 要 であ る。

・支援機 関に情報提 供す る ときは本 人 ・保 護者 の 同意 に基 づい て行 う。

・情 報 をどの よ うな支援 機 関等 で共 有す るの か明 らか にす る。

・紙 原本 は鍵 のか か る場所 に 一一括保 管す る。

・電 子 フ ァイル(FD 、MO)は 管理責任者 を決 めて 、鍵 の かか る場所 に一括 管理 す る。

・紙 、電 子 ファイル ともに許 可な くコ ピー した り、持 ち 出 した りす るこ とを禁 止す る。

・これ らの こ とを本 人 ・保護 者 、学 校、 各支援機 関 間で確認 す る。

・保 護者 に策 定 の趣 旨や策 定 手続 を十分 に説 明す る と ともに 、進 学や 転 学等 に伴 って個

別 の教 育 支援 計画 の引 き継 ぎが行 われ る こ とにつ いて理解 を求 め る。

また 、個別 の教育支援 計 画 の電子 フ ァイル に関 して は 、 フ ァイル を暗 号化 した り、復号

化 した りす る ソフ トを用 い て個 人情報 を保護 す る こ とも考 え られ る。 さ らに、個 別 の教育

支 援 計画 の保 管年 限に つい ては 、個 人情 報い の取扱 に配 慮 しなが ら、今 後検討 して い く必

要 が ある。

(2)学 校 と支援 機 関 との取扱 いに つい て

各 学校 は保 有す る個 人情 報 を適 正 に取 り扱 い、児 童 ・生徒及 び保 護者 の権利 ・利 益 を保

護 しな けれ ばな らない。「東京都 個 人情報 の保護 に関す る条 例 」で は 、学 校外 へ の個 人情 報

の持 ち 出 しは本 人 の同意 が ある ときや 、他の 実施機 関 等 に提供 す る場合 で 、事務 に必要 な

限 度 で利 用 し、か つ、利 用す る こ とに相 当な理 由が あ る場合 と され てい る。 しか し、個別

の 教 育 支援計 画は 、児 童 ・生徒 へ の よ りよい教 育的支 援 を行 うた めに作 られ る もので あ り、

学 校 と支援機 関で情 報 の共有 をす る ことが不可欠 とな って くる.そ こで 、東京 都 教 育委 員

会 で は 、個別 の教 育支援 計画 等 の作成事 務 を 「保 有個 人 情報 取扱 事務 」 として東 京都 知 事

に届 け 出 を行 い 、個人情 報 の一層 の保護 を図 る こ とに した。都 立盲 ・ろ う・養護 学 校 では 、

これ らの取扱 事務 を基 本に 、支援機 関 との取扱い の規 定 を設 け、個 人情 報 の保 護 に努 める

こ とが 望 ま しい。 以 下の項 目に つ いては支援 機関 と確 認 す る必 要が あ る。

・本 人 ・保護 者 の意 向に 基づ いて 支援 会議 を開催 す る.

・支 援 会議 に おい て話 され た情 報 につい て は、 本 人 ・保 護者 の理 解 を得 る。

・学校 、支援機 関等 で保 管 、破 棄 の年 限 ・ルー ル を定 め る,
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個別 の教 育支援 計画 の保 管 ・破 棄 につ いて は、 支援機 関等 と確認 しておか なけれ ばな らな

い 。 例 えば 、学校 で は、5年 間程 度 を 目安 に破 棄 を定 め、 そ の後 は 、支援機 関 に委 ねて い る

場 合 が 多い。 今後 は 、学校 にお け る個別 の教 育支援 計 画 の保 管 ・破 棄 にっ いて は 、都立 学校

文 書 管理 規 定 を早急 に決定す る必 要 があ る。

ま た、 支援機 関にお いて も支援 を必要 と しな くな った 卒 業生 の個 別 の教育 支援 計 画 は、本

人 に 返却 す るか破 棄す るか の一 定のルー ル を支援 会議 等 で 定 めてお く必要 が ある。

参考

個 人 情 報 と は

個 人 情 報 とは 「生 存す る個 人 に関す る情報 で あって 、当該 情 報 に含 まれ る氏名 、生年月 日その

他 の記 述 に よ り特定 の個 人情報 を識別 す るこ とがで き る もの 」ですe{r個 人情報の保護に関する法

律 」第2条 より)

撫騨鱗 麟灘 難臨 癩ち鍵 灘 韓雌
個人情報の取扱いのルール

保有の制限

O利 用 目的を明確に し、利用 目的達成の範囲を越えて個人情報を保有 しない。

利用 目的の明示

○保護者 ・本人から直接書面で個人情報を取得するときは、利用目的を明示 しなければならな

い 。

利 用 及 び 提供 の制 限

O原 貝1」と して、利 用 目的 以外 の 目的のた め に、保 有 して い る個 人情報 を利 用 ・提 供 しては な ら

な い。

正確性の確保

O利 用 目的の達成 に必要な範囲で、保有している個人情報が過去又は現在の事実と合致するよ

う努めなければならない。

安 全確 保 の措 置

O保 有 して い る個 人情 報 の漏 えいな どの防 止 のた め に、 必要 な措 置 を講 じな くて はな らな い。

(3)個 人情 報 に対 す る意識

個 別 の教 育支援 計画 の情報 はす べ て、本人 ・保護 者 の もの で あ り、本人 が地域 で よ りよ

く生 活す るた めの もので あ り、そ の権 利 ・利 益 を侵 害 して はい けない とい う立場 を尊 重 し、

慎 重 に取 り扱 う意識 を常 に もつ ことが重要 で ある.学 校 は情 報 を預 か り、本 人のた めに活

用す る とい う意識 を もち、個 人情 報 を慎重 に取 り扱 うこ とが 大切 であ る。

また 、個別 の教育支援 計 画が有 効 に活用 され る よ うに 引継 ぎ を してい くこ とも大 事 で あ

る。 転校 や 進 学な どの際 に継 続 した 支援 が行 える よ うに個 別 の教 育支援 計画 を活 用 して い

くこ とを、本 人 ・保護 者 、支援機 関 と確認 してお く必 要 が あ る。
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個別の教育支援計画の有効活用事例の開発

(1)盲学校の事例

都立 榊 盲学校 個別の教育支援計画

本 人

ふりがな **** 性 別 生年月日 00年 △△月ロロ日生117歳

氏 名 oooo 男 電話番号 OO-△ △△△一ロロロ1]

住 所 o-oo-ooo
愛の手帳

〒.伽釜
1響 。睾。争鋳 身障手帳 1種1級 】(平 成00年 △△月交付)

障 害 名 緑内障(一部視野欠損・視野狭窄〕 特記事項

保護者
氏 名 △ △ △ △ 電話毒号 oo-△ △ △△一ロロロロ

住 所 〒㎜ 一品飴 真京都ooooo-oo-oo-ooo

在轄校
東京都立xX盲 学校 担当教諭loooo
住 所1〒 。。。一△4M東 京都oo区ooo-o ■括o号oo一 ムム凸ムー罵民冨冨 ファクシミリOO-△ △ △△-XX)(X

前籍校oo立oo中 学校1担 当教諭 GOOO 電話番号OO-△ △△△-XXXX

斥π「「鴛 ㍉7
、 ぐー黒 謡鋤石ま 需景f蔓験輪鑑璽禰躍,罫 闘躍 野 戸「勢⊆

盲学校専攻科へ進学、はり・灸・あんまの免許を取得したい。(将来は開業したい)
1

本 人

保護者
本人力玉決心したことでもあるので、希望がかなうよう最大限の支援をしていきたい,

覇 、=1騰 鱒 』 ま、 ㍉.支 援 ㊤ 目操 、 甜 瀟 誠'",、 丁

・自己の障害を受容し、将来に希望や自信がもてるよう支援する。・点字への移行をスムーズに行えるよう支援する。
・基礎学力が身に付けられるよう支援する。・日常生活でのマナーや社会性、生活力が身に付けられるよう支援する.

罫 蝿 難 螺 甑 ㌦'。 磁婁と慧われる支橿 蝉 ヌ∵、
・本人の気持ちを大切にしながら障害の受容や不安を解消できるよう促し、自分の将来像に対して希望や自信をもたせる。
・点字を練晋する機会を確保し、本人への励ましや適切な情報提供を行う。
・基礎学力を身につけるため、家庭学習の習慣をつける。補習などの機会を提供する。
・日常生轟}に必要なマナーやコミュニケーションについて、本人の自覚を促す機会を設けるよう支援する。社会性や生活力を付けさせ

る。

手だて

"^県 煽'

へ 業腰梅灘擾腰習叢撞の類心醜 購}
nτ

内 容 教科名等

点字を書く力・読むカの習得、向上 颪物 隅跡書創摩■.告願榊 嵐 学敏生話蜘 二おいて颪字看使用寸呑櫨會卸{も 自立活動・国語等

瀦 単力の向上 補習時陽の醗定.軍 露学習6うための課層を準帽し㌔自宅学習を習贋付げる、 各教科

社会人になるための心構え 杜皇人ヒして町吋一ヤ1ミ箪ゲーシシにういて駆L含 い.Oら奪えらハゐ橡螢を螂,6. LHR・ 進路行事等

白杖歩行の基礎 授業の中で白杖歩行の基礎的技術にっいて指導する自立活動

… 巳 ア'γ 難 器
野[贋 爆 橿 塑 の 璽 橿 「二'罵 臼「 解 、 ・.

家庭生活

支援機関1保 護者 担当者;保護者(父母)連 絡先=OO-OOOO-0000

難驕i簑講 騰臨銚ら朧 篶灘 嚢全に対して鶉羅 讐 無 。.x。x、
支援内容=受 験教科(国語・数学・英語)の学習指導

余暇・

地域生活

支援機関1点 訳ボランティア組織{OO区)担 当者IOOさ ん(代表者)連 絡先:△△一△△△△一△△△△

支援内窓・点字の読み書き練習(週2回)

支援機関=OOO盲 人福祉臨会 担当者=OOさ ん〔青年部)連 絡先=OO-OOOO-OOOO
支援内容1歩 行訓練(白紋歩行の技術向上)、生括全般にかかわる相談

医療・健

康
/

教育相談

支援機関=OOO大 学病院 担当者=OO医 師{眼科主治医)連 絡先=口ローロロロローロロロロ

支援内容:定 期検診による進行性病変の把握、助言

支援機 関=OOO(緑 内障の会)担 当者=00さ ん(代 表者)連 絡先=xx-x>()(×-xxxx

支援内容;本 人に対する気持ちのサポート

福祉・労
働

支援機関:OOQ融 郎群課障害福祉㈲ 担当者=OOさ ん(福祉司)連 絡先=△△一△△△△一△△△△

支援内容:白 杖、遮光レンズ等の補助具に関する相談
支援機関=OO障 害者職業センター 担当者:職業カウンセラー 連絡先:ロローロロロローロロロロ
支援内容=職 業適性相敲、カウンセリング

玄橿内容雛醗幡轟期{評 価の日時 幡 豊年o月o臼}n、.A'

評 価
自己の眼疾を事実として少しずつ冷静に受け止め、気持ちも安定してきた。将来を前向きにとらえられるようになって
きた、点字も徐々に上葦している.目標が少しずっ明確になり、学習にも積極的に取り組んでいる.

課 題 現在の支援を維続していく。引き続き、本人の気持ちを大切にサポートしていくことが望まれる。点字表記の部分で若
干あいまいな点があるので.電 点的に練習を重ねていく,とが必要である、

作成 日 平成ユ7年O月O日 〈駈規・更新(回)〉
都立**盲 学校長OOOO

作成担当XXXX

}

私は、以上の内容を了解・確認し、写しを支援機関に渡すことについて同意しました

平成17年O月O日 氏名 △ △ △ △

一98一



障害の択況と現在までの経過(将来についての希望)

高等部3年生男子。幼児期からよく物にぶつかる。ボールが追えない等の傾向があり、大学病院で診察・検査を
受け、緑内障と診断された(小3)。本人・保護者の強い希望で盲学校には在籍せず、小・中学校は通常の学級で過
ごした。

高等部入学時の視力は左O、07,右0.07で、左右とも外側の視野が欠損しており、中心視野20度程度であった。24
ポイントの拡大文字{太字)を使用していた。入学時より将来的な点宇移行の必要性については話をしていたが、高

2の2月 頃までは比較的安定していたため本人は墨宇(拡大)を使用することにこだわっていた。車業後の進路につ
いても漠然と考えていた。

高2の2月 頃、拡大魏書器を使用しても見えにくさを自分で婁感するようになったが、点字へ移行する決心がなか
なかできない状態が続いてい彪 定期通院時の検査で、視力が左O.02右0.04中心視野10度程度まで低下し、急激

に悪化していた。
高3になb、具体的な進路希望として、本校専攻科に進学、免許を取得後、三療の仕事に就きたいという相談が学
級担任にあり、保護者からも「本人が決心したことなので、何とか希望をかなえてほしい」との要望力物 った。本人は

目の状態の変化を自分なりに受け入れながら自分の将来像を考えようとしている反面、急激すぎる変化にとまどいも
あり、とても不安な気持ちを抱え悩んでいる様子がみられた。

支援目樗の設定と必要と思われる支援

自己の眼疾にっいてきちんと受容しながら気持ちの安定を図った上で、今後の生活や将来にっいての具体的な
見通しをもつことが重要である。また、今後の生活や学習条件を考えると、使用文字として点字への移行ボ不可欠
であり、専攻科での学習に向けて更に碁礎的な学力や学習習慣を付ける必要があること、職業人になるためのマ
ナーやコミュニケーションなどの心構えも大切であることを確認し、以下の4点を柱として支援目標を設建し、支援を行っ
た。

①眼疾の進行に伴う不安を和らげるとともに、今後の生活(将来像)についての見通しをもっこと

②点字で書く力、読む力をつけること
③学習習慣の確立と基礎学力の向上させること
④社会人になるための心構えを意識すること

関係機関の支援(支援

支援臼標を踏まえ、学校での支援の他に適切と思われる保護者を含む8っ の関係機関(左殴一ジの表参照〕と
連絡・調整をしつつ、支援会議を設定した。(出席の難しい支媛機関については、教員・保護者と支援者間で個別
に調整し、支援内容にっいて碗認した}話 し合いの結果、各支援者が以下のような具体的支援を行うことが確認
された。また、同時に本人の状況や必要性に応じて支援会議等を適宜設定し、連携して支援していくことを改めて

確認した。

①家庭での学習習慣を付けるための適切な環境を整え、本人の生活全般について助言する立場としてかかわる。
(保護者・家族)

②専攻科受験に向けて教科の補充学習を行う。(家庭教師)
③週2回程度点字の読み書き練習を行い、点宇使用の機会を提供する.(点訳出ランティア)
④将来に備え、白杖歩行の基礎・応用技術の指導を適宜行う。(盲人福祉協会)
⑤定期検査を通して眼疾についての状況把握と助言、相談を行う。(大学病院 眼科主治医}
⑥病状の急激な進行による不安感をできるだけ和らげ、気持ちの安定を図るため、体験によるアドバイスやサポー
トを行う。(緑内障の会)

⑦必要な補助具等の申請に関する相談・アドバイス等を行う。〔居住区障害福祉課)
⑧必要に応じて適性相談やカウンセリングを行い、職業自立を目指す手助けをする。{障害者職業センター}

支援の効果(硯在の状況)

眼疾にっいては、現在のところ安定している。病状悪化の可能性についても少しずっ事実として冷静に受け止め、前向きな
言動が少しずっみられるようになってきた。
いろいろと悩んだ末に自分で決断したこともあって、本人が非常によく頑張っている。

特に、点字の読み速度については飛躍的にスピードが上がってきた。当初は1ページあたり30～40分かかっていたが、現在
は5～6分 に短縮した。実用的な読み速度までもう」歩であ観 表記ミスはあるものの書き速度にっいても向上している。
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(2)ろ う学校の事例

都立 串申ろう学按 個別の教育支援計画

本 人

ふ口がな **串*性 別 生年月 日 OO年 △△月口口日生18歳

氏 名 0000女 電話番号 OO-△ △ △△ 一口口ロロ

住 所 〒ooo.曲 東京都00000-00-OO-000

愛の手帳 度1(平 成 年 月交付〕 身障手帳 1種2級1〔 平成OO年 △△月交付〕

障 害 名 特記事項

保護者
氏 名 △ △ △ △ 電話番号 oo-△ △ △△ 一□□□□

住 所 〒ooo一雌 東京都OOOOO-00-OO-OOO

在籍校
東京都立XXろ う学校 担当教諭Ioooo
住 所[〒o◎o一鋤 東京都OOOOO-O 霞話 番 号oo-A埜 ムー隅 蹄 フ ァクシミリoo-△ △△△州 甜 其

前籍校 東京都立OOろ う学校幼稚部1担 当教諭 oooo 電話 番 号oo一 厘 ムム.㍑ 糊

、 。.,,"野"』 魂 在 瑠 衆1罰'麟 憩 の覇 望 騰 ・『}、.⊃ 鵜 、,淋

本 人 友達を増やしたい.

保護者
同学年の友達を、ろう学校 はもちろんのこと、交流校や地域まで広げて増やしてほしい.そ の中で幅広いコミュ

ニケーション手段を身に付けてほしい。

奪,
・'陶 」 ∫

、 、 「 「

交流校での継続的な授業交流を通し、同学年の児童と共に学習したり、学童クラブで地域の児童と活動したりする機会を
増やし、多様な経験を積み重ねる中で自信を深め、視野を広げられるような支援を行う。

.、 鞭 鰹 覇 鰻 織 購 職 織 撚 、漁 講 羅:1鎌 ・・「握 一'.・1.,、 、「「・.

交流校での授業交流で催、大人数での一斉授業の内容を理解できるように、適宜通訳などの情報補償力泌 要である。ま
た、交流校の児童に伝えるための逆通訳も必要となる.学童クラブでも手話を使ってコミュニケーションできるように担当者
と連携をとる。

華..・ 三 ・、i:・'… 雛_.^

内 容 手だて 教科名等
学習活動や発言内容などの通訳 ろう学校教員による手話通訳などの情報保瞳 交流教科
聴覚活用 場に応じた補聴器の活用、管理、環境への配慮 全教科
聴覚障害についての理解を促す活動 交流校児童への聴覚障害について理解を深める。 自立活動

述 一鍵 ・1・ 、 セ灘 灘 譲騨醐 係 棚 嵯襯 翻 縢 羅 鋸講'='撫 雌..争 、・鎗'.,・

家庭生活

支援機関:担 当者:連 絡先1

支援内容:
支援機関:担 当者:連 絡先:

支援内容:

余暇・
地域生活

支援機朋:OO学 童クラブ 担当者:OOさ ん 連絡先1

支援内容:居 住地城の児童館で放課後のレクリエーション活動を行う。

支援機関:OOク ラブ 担当者:OOさ ん 連絡先=

支 援内容:土 、日曜、休 業 日の聴覚障害児を中心としたレクリエーション及び製 作活動

医療・健康

/
教育相談

支援機関:OO大 学病院耳鼻咽喉科 担当者:OO先 生 連絡先1

支援内容:聴 力の変化に対応するためにケースカンファレンスを行って連携をとる。

支援機蘭:担 当者:連 絡先1

支 援内容:

その他

支援機関:O立OO小 学校 担当者=OO先 生 蓮絡先=

支援内容:教 科喪流に伴う指導計画や各時問の指導内容の打合せ

支援機関:担 当者:連 絡先;

支援内容:
葛・'一 月'日) 一}・

評 価
小学部2年 生となって、交流校や学童クラブなどでの活動に慣れてきて、積極的に取り組 む姿がみられるよう

になってきた。見通しがもてることと手話も用いてコミュニケーションできることが安心感 にっながり、自信もっい

てきたようである一

課 題
初めての取維や、急な内容の変更には戸惑うことがある。また、学年が進むにっれて友達同士で伝え合う内
容が複雑になってきたり、微妙なニュアンスの違いによるすれ違いが生じたりすることがある。

作成日 平成17年O月O日 く囲 ・更新(回)〉
都立**ろ う学校長OOOO

作成担当XXXX
租は、以上の内容を了解・確紐し、写しを支橿機関に渡すことについて同意しました

}

平成17年O月O日 氏名 △ △ △ △
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障害の状況と現在までの経過(将 来についての希望)

小学部2年 女子。両親とも就労のため、O歳より区立保育園に入園。1歳半検診時に聞こえにくさを

疑い、大学病院の耳鼻咽喉科を受診。聴力検査の結果、聴覚瞳害が判明した。大学病院耳鼻科医
師よりろう学校乳幼児教育相談を紹介され、相談指導を開始。ろう学校では聴覚障害についての両

親の理解を促し、必要な配慮事項にっいて実際のやりとりの場面に即して、具体的にアドバイスしな
がら親子のかかわりを育てるように支援した。1歳9か月より補聴器装用を開始。2歳3か 月より補聴器

の常時装用となる。3歳頃、保育園でのやりとりに困難を生じてきたため、視覚的にわかりやすいコミュ
ニケーション手段として手話を補助的に用いるように、ろう学校担当と保育園担任と連携をとって支援

を始めた。幼稚部入学後は発声、発音指導も行いながら、手話によるコミュニケーションを中心として
聴覚活用にも取り組んできた。よく慣れた身近な人との簡単な日常会話はできるようになった。4歳5
か月のとき、聴力低下がみられたため、一時入院、治療を受けた.退 院後も聴力の変化に留意しな

がら医療機関との連携を継続,幼 稚部修了後は小学部に入学し、学年対応の授業を受けている。

支援目標の設定と必要と思われる支援

聴覚管理を継続することと、伝え舎いが可能となる情報保障をすることが支援の中心となる。友達
に自分からかかわろうとする積極的な面もみられるが、見通しのもちにくい初めての活動や苦手意

識の強い活動には消極的である。繰り返し取り組むことで自信を付け、達成感を味わえるように、
様々な経験を積み重ねることが大切であると考えて支援 目標を設定した.また、隣接するO立 小学

校との交流は、行事交流の他に同学年の学級での交流及び共同学習も継続的に行っている.放
課後は居住地域の学童クラブに通い、地域の児童と交流する機会をもっている.こうした場を通し
て、多様な経験を積み重ねていく中で視野を広げられるように支援 目標を設定した。

関係機関の支援(支援体制の構集)

聴力低下が生じた場合に速やかに対応できるように、定期的な聴力検査のほかに、必要に応じて随
時聴力検査を行い、聴力に変化があつたときにはすぐに医療機関を受診できるようにケースカンファレ
ンスで確認している。

交友関係を広げ、多様な経験ができるように、交流校の学級担任と指導計画や指導内容について

詳細に打合せを行っている。日常的に交流している小学校の同学年の授業に、ろう学校の学級担任
がテイームティーチングに入り、教科レベルでの交流及び共同学習を可能にしている。発言内容の通

訳にとどまらず、思考力を育て、表現しようとする意欲に結び付く授業となるように、工夫を重ねてい
る。また、学童クラブの担当者と本人の個性や得意・不得意について情報交換を行うとともに、聴覚管

理と聴覚障害についての共通理解をもち、手話も使ってスムーズにコミュニケーションができるように
支援会議を学期に1回は実施するようにした。

支擾の効果 〔現在の状況)

ろ う学校小学部入学当初は、ろ う学校での小人数の集団活動に両親は不安があったようだが、隣接す
る小学校の同学年の学級との交流及び共同学習に満足しているよ うである。特に、交流校での授業を本

人が楽 しみに していて、自信 をもって活動に取 り組んだり、発言したりできるよ うになってきた ことを

成果 としてとらえている,ま た、手話を使って コミュニケーションできる友達が増え、様 々な活動に友
達の励ま しもあって、取 り組む こともできるよ うになってきた。
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(3)肢 体不 自由養護学校の事例

個別の教育支援計画

本 人

ふりがな **** 性 別 生年月日 OO年 △△月口口日生114畿

氏 名 oooo 男 電話番号 OO-△ △ △△一□[]ロ ロ

住 所 〒ooo一 ムムムム東 京都OOOOO-OO-OO-OOO
愛の手帳 度1(平 成 年'月 交付) 身障手帳 1種1綴1(平 成OO年 △△月交付)

障 害名 脳性まひによる四肢体幹機能障害 特記事項

保護者
氏 名 △ △ △ △ 電話番号 oo-△ △△△一□□□□

住 所 〒ooo.ムム飴 東京都OOOOO-GO-00-OOO

在籍校
東京都立XX養 護学校 担当教譲IOOOO
住 所1〒ooo.△ △厘 東京都OOOOO-0 電話番号oo一 雌.蹄x. ファクシミリOO_仙 ムム_淵 耶

前籍校 OO養 護学校小学部1担 当教諭 oooo 電 話 番 号oo一 ムムムムー・・喘

、'

,FA

、F-」F

』踊 　 「一.一 ・ 一'、'
國

本人
・肺炎等の入院日数を減らし、健康を維持し、登校日数を増やしたい。保護者
・自分の気持ちや要求を伝える手段を増やしたい。

.・ …粥 げ 、1'・._.;・ 「 一 ・…

喰 事でむせることがないように支援していく。
・拡大 ・代替コミュニケーション(AAC〕 を用いて、自発的なコミュニケーション場面を増やせるように支援 していく。。

静 「 璽 繊i購 螺羅 鑑由撒 舞運離 羅 罫 … 感 棲 と愚 糠 省支 擬'剖 國薄'1..,.,...,.,.庫... ^一..!:' 主冨,'レ

・口腔外科医師、言語聴覚士と連携し、摂食機能の向上に学校と家庭で取り組む。
・小児科医の呼吸機能に関する診断と相談をもとに、呼吸機能の向上に家庭と学校で継続的に取組んでいく.
・言語聴覚士の検査結果をもとに、学校と家庭でできるコミコ」ニケーションに関する取組計画を、言語聴覚士と単校・家庭で相談して作成する。

' 「

"う 舟 蓼晋嚢錘@暴嚇 醗 南麟 醇購 羅購 『き 濃 叢「諺・:
内 容 手だて 教科名等
摂食機能向上 目謄外科 医・書語聴覚士の摂食機能 訓練計画をもとに、権 導を行う. 自立活動

呼吸機能の向上 小児科医の治療計画をもとに、胸郭の動きを高める。 自立活動

呼吸機能の向上 小児科医の治療計画をもとに、腹臥位姿勢の維持を行う自立活動
補助代替コミュニケーションの活用 言雁聴覚士と共に作成した敗組計画をもと叔、遣当なスイッチ類を探っていく唱 自立活動

判 ・'碍"鰍 』…'関 鎌樵蘭灘雛撰翼凪:士 ・,、

家庭生活

支援機関二 □O居 宅 支援事業者 担 当者:△Oサ ービス提 供責任者 連絡先;

支援内容=入 浴介助のため、遍に3回ヘルパー派遣を行っている。

支援機関茸O△ 福祉事務所 担 当者:△Oケ ースワーカー 連絡先:

支援内容:車 いすからの乗り降りのため、車いす乗購 り用リフトを給付した。

余暇・
地域生活

支援機関=OO仕 会福祉法人OO施 般 担 当者:シ ョートステイ担 当者 連絡先:

支援内容:o

支援機関:OOサ ークル 担 当者:OO指 導 員 連絡先:

支援内容1仲 間とr}かかわり、情鞭交換の場の確保のため利用している。

医療・健康
/
教育相談

支援機関:Ox病 院口腔外科 担当者:口腔外科医師・言語聴覚士 連絡先=

支援内容:診 察、検査結果をもとに、学校・家庭で取り組む摂食機能訓練計画を作成する.

支援機関=00都 立 病院 担 当者:小 児科医師 連絡先:

支援内容:呼 吸機能の向上のため、胸郭の動き(側わん郎の可動性、胸郭師全般の可動性)を高める治療計画を作成する。

支援機関:Ox病 院 口腔外科 担 当者:言 語聴覚士 連絡先:

支援内容:家 庭・学校 で敢り組む拡大 ・代替コミュニケーション(AAC)取 組 計画を作成する。

支援機関二 〇〇鮒 駅 煙ター」'・ビ,岸一シ・ン叫担 当者:整 形外科医師 連絡先:

支援内容:過 去の橡制1隙 効果と今後の見通しを本人'家旋に伝え、家庭・学校でできる取組計画を作践する,

支援機関:△ △訪問看護ステーション 担 当者:OO理 学 療法士 連絡先:

支援内容=医 師の訓練計画をもとに、姿勢を維持し、蛮形、拘纈防止のため、定期的に身体を動かす時面を確保す軌

福祉 ・労働

支援機関=0△ 福祉事務所 担当者=△Oケ ースワーカー 連絡先:

支援内容=入 浴介助のため、週に3回身体介護の支給決定をしている。
支援機関=O△ 福祉事務所 担 当者=△Oケ ースワーカー 連絡先:

支 援内容=心 身障害者短期入所(シ ョートステイ〕の支給決定をしている。
・-'"

.豊「… 、.、 皮 橿 内 壽 ¢癬i価 茸課 題 伽 価 の 日爵 藍,黒 、:ゴ搬.日)

評 価

口腔外科医師・言語聴覚士の摂食機能訓練計画、小児科医師が作成した治療計画をもとに、学校 ・家庭で

取組を続 けている。その結果、食事中むせ る頻度は減ってきており、全身の緊張の状態が改善し、深い呼吸 ・

排疲が行いやすくなった。AACの 使 用により、コミュニケーション意欲が向上している。

課 題 ショートステイに対する、本人の不安が大きく,連続した利用は避け、断続的段階的な利用が適切な段階と考えられる。

作成日 平成17年O月O曰 く新規1・更新(回)〉

都立**養 護学校長OOOO

作成担当XXXX

私は、以上の内容を了解・確認L写 しを支橿榿閥に渡すことについて同慧しました

}

平成17年O月O日 氏名 △ △ △ △
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障害の状況と現在までの経過(将 来についての希望)

食事は、経ロ摂取で行っている。たびたびむせることがあり、肺炎等の入院が年に1、2度ある。呼

吸機能の向上のため、胸郭の動きを高める取組を行っている、腹臥位による排疲を定期的に行う必
要がある。

自発的なコミュニケーション場面を増やすため、拡大・代替コミュニケーションの活用を検討する。

支援目標の設定と必要と思われる支援

①食事でむせることがないようにしていく.

②肺炎等による入院 口数を減らし、健康状態の維持・改善を行う。
③拡大・代替コミュニケーションの活用に向けて、家庭・学校で取り組む。

④仲間とのかか切 、情報交換の場を確保する。

⑤家族以外の第三者による活動環境を確保する。

関係機関の支援(支援体制の構築)

保護者を通して、病院の担当医師と連絡をとり、担任、養護教諭、保護者、担当医師とで、病院に
おいて、支援会議を行い、本人のニーズを把握した。複数の病院に通院しているため、複数の医

師、学校、福祉事務所等が一堂に会しての支援会議という形式は取らず、各々の機関と学校、保護
者と支援会畿を行う形式で教育ニーズを把握し、策定した。

①ロ腔外科医=
診察、検査結果をもとに、摂食機能訓練の今後の見通しを家族、学校に伝える。

②ロ腔外科言語聴覚士ニ
ロ腔外科医の診察、検査結果をもとに、学校・家庭で取り組む摂食機能訓練計画を作成する。

家庭・学校で取り組む拡大代替諏ミュニケーションの訓練計画を作成する、

③ 小児科医:
小児科医の呼吸機能に関する診断と相談をもとに、排療等家庭と学校で継続的に取り組んでい
く。

④サークル指導員=

仲間とのかかわり、情報交換の場の確保をする。

⑤社会福祉法人ショートステイ担当者;

体調を整えながらショートステイを利用することで、家族以外の第三者による活動環境を確保する

支援 の効果(現 在の 状況)

ロ腔外科医師・言語聴覚士の摂食機能訓練計画をもとに、学校・家庭で取組を続けている。その結果、食事中にむせる

頻度は、減ってきている。呼吸機能の向上のため、小児科医師が作成した治療計画をもとに、学校 ・家庭で取組を続けて
いる。その結果、全身の緊張の状態が改善し、深い呼吸・排疲が行いやすくなったcAACの 使用により、コミュニケーション

意欲が向上している。サー一クル活動は、本人のみならず、家族間の情報交換の場として有用であった。それにより、家族が
今後の生活を見通し、安心感をもって、現在の取り組みを行っている.シ ゴートステイに対する、本人の不安が大きく、連続
した利用を避け、継続的・段階的な利用が適切な段階と考えられる。
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(4)知 的障害養護学校の事例

都立牌 養護学校 個別の教育支援計画

本 人

ふ、りがな **** 性 別 生年月 日 OO年 △△月口[コ日生18歳

氏 名 oooo 男 電話番号 OO-△ △ △△ 一臼ロロロ

住 所 〒ooo.ム飴 ム東京都OOOOO-OO-OO-ooo
愛の手帳 2度(平 成OO年OO月 交付) 身陣手帳 1(平 成 年 月交付}

障害名 知的障害 自閉症 特記事項

保謹者
氏 名 △ △ △ △ 電話番号 oo-△ △ △△ 一□□□□

住 所 〒00Q一ム飴△東京都OOOOO-OO-OO-OOO

在籍校
東京都立 ×X養 護学校 担当教諭IOOOO
住 所1〒o。o曜 幽 ム 鯨 督oo区ooo-o 電錆 番号oo噛 晶か 脳龍 フ ァクシ ミリoo_ム6A△ 略 罫 嵩

前籍校 OO立OO保 育園1担 当教諭 oooo 電 話 番 号oo噴 ムムムー腿 朕

w.・ ・軌潔 辮親 在 蝦 剰 三うい閲の希望:蕪 園「{_、 滑";.

本 人

保護者
家庭以外で楽しんで過ごせる場所を見付けたい。
本人の生活の中で一人で行えることを少しでも増やしていく(身辺自立、家事スキル、余暇の過ごし方
など)

死.い 『 げ　 陥'支 橿 ⑳ 目 擾 ・雛 読糠 ・'T」 灘 ……,糊 ・・ 、

本人が安心して過ごせる場所を家庭・学校以外に作れるように支援する。
保護者・教師や他の支援者全員で、本人へのかかわり方を統一し、どの場所でも安定して過ごせるように支援する。-
'<ζ ・∫ し・∴` ,,'滞

占」

放課後に学童クラブの活動に参加し、家庭・学校以外で本人が安心して過ごせる場所にしていく。
休 日に本人が好きな所に保護者以外の支援者と出かける括動をとおして、多くの支援者と安定してかかわれるよう
な経験を重ねるように支援する。

糊購 購購 騨舞 轍 蕪織 懲蕪 ギ漁i、・誹控の窒撫 学翼撞灘 罎雛璽鱗 釣容垂・、 籍:藩 二簸,・ ・;㌧・、、 頴・

内 容 手だて 教科名等
スケジュールを理解するカの向上 絵・写真カード類を理解するカを高め、それらを使う経験を深め

る

日常生活の指導

着替え・食事・排せっ等の基礎的なスキルの
面1卜

家庭と学校とで方法、手順、用いる道具等を統一して般化を図
ろ

日常生店の措導

余暇を過ごすスキルを見付け典味の範囲 コミュニケーションポードを用いて本入の意思表示を促す。 遊びの指導

順番を守る・待っなどルールを守るカの向上 絵・写真カードの提示等、構造化を利用したスケジュール

提示を行う。
遊びの指導

教師と1対1の 安定した関係作り 自閉症の障害特性に応じた働きかけを通して信頼関係を

はぐくむ^
自立活動

'ニノ

.=F-

エrr「 ∫Lド'・

,'・1

・¥、、_.「n「 戸 馬 揖

家庭生活

支援搬 関=家 庭 担当者=保 護者 連絡先=

支援 内容:学 校と手順を統一した方法で、身辺自立にかかわるスキルの習得を図筍とともに家庭での余暇の支援を行う。

支援機関:ヘ ルパー 担当者=OOさ ん 連絡先:

支援内容1週1回 、地城資源の利用の経験を深めるとともに家庭での余暇の支援を行う。

余暇・
地域生活

支援機関;OO学 童クラブ 担 当者=OOさ ん 連絡先1

支援 内容1耶 任の介助者を用意して、可能な範囲で本人が学童クラブでの活動に楽しんで参加できるように支援する.

支援機関=膚 断イアサークルムム担 当者:OOさ ん 連絡先=

支援 内容:休 目に本人の好きな播所に一緒に出かける活動を行い、保護者や担任以外の支援者とかかわる経験を増やす。

医療・健康
/
教育相談

支援機関:△ △病院 担 当者=OO医 師 連 絡先1

支援 内容:睡 眠リズムが大きく乱れたときや他害など不適応行動が多く出始めたと毒に、受診、服薬等の相談を行う.

支援機関=ロ 駆 子酷鼻瀧ンクー担 当者=OOさ ん 連絡先=

支援 内容=個 別学習を通して認知の向上を図るとともに、保護者の子畜て上の脳みの解決に向けてアドバイスする。

福祉・労働

支援機関:担 当者1連 絡先=

支援内容:
支援機関=担 当者1連 絡先=

支援 内容=
兀 '

.・ 蝦 、器 載 擢 掬 審 の 評 価 毒課 塩`譲 価 の 日 時=年 飼'回}'・{"'騨 騨 …7㌔ 昌

評 価
支援機関が支援方法にっいて共通理解を図った結果、本人にとって過ごしやすい環境設定を行うこと
ができるようになり、不適応行動や常同行動が減るとともに、ビデオ、CD視 聴など、放課後の時間を過
ごすためのレパートリーが広がった。

課 題
保 護者 が二人とも仕事をしており、祖母が本人の面倒を見ていることから、家庭 内における家 事スキル

や余暇 レパ ートリーの伸長を今 後図っていく必要がある。ヘルパーやボランティアの方による家庭での
安橿も亭{,耳1レ老 ☆られる.・

作成 日 平成17年O月 く新規」・更新{回)〉
都立**養 護学校長OOOO

作成担当XXXX
私は 、以上の 内容を了解 ・硅認L、 写 」を支提機関に渡すことについて同意 しました

}

平成1フ 年O月0日 氏名 △ △ △ △
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障害の状況と現在までの経過{葛来についての希塾)

小学部2年 生男子。知的障害を伴う自閉症と診断されている。幼児期から他人へ関心を示さない,コミュニ
ケーションの発達がゆっくりであるなど、自閉症の症状が頭著にみられてきた児童である。幼稚園年長ごろから
こだわりが強くなり始め、自分の思うように物事が進まないとパニックになり、自傷や他傷が出るようになった.同
時期頃から睡眠リズムも安定しなくなり、定期的に通院Lて 、必要に応じて薬の処方を受けている、最近は手を
ひらひらさせながらその場でのジャンプを繰り返す感覚遊びが増えてきていて、集合住宅に住んでいる本児の

家族は、その行動を減らしたいと考えている。コミュニケーションに関しては拒否・応諾・選択などは身ぷりで示
せるようになり、何かほしいときには他者の手を引いて意思を伝えられるようになってきた。
本児には兄弟姉妹がいないため、保護者は自分たちが年老いた後、施設等で他者の手を借りながら安定し
て過ごせるようになることを強く希望している。そのために身辺自立やコミュニケーション面の改善が課題である
と考えている。本児から現在や将来の希望について直接聞き敢ることは困難であるが、代弁者としての保謹者
によると、学校から帰った後は特にすることがなく、前述の感覚遊びが続いていることから、放課後に何か決
まった活動があって、楽しめるようになるとよいのではという意見であった.この件については、両親は日中仕事
に出ており、祖母力宝本児の面倒を主に見ていることから、外部の支援機関と連携していく方向性が考えられた。

支援目標の設定と必要と思われる支援

現在までの経過から、以下のように整理した。
身辺自立にっいては、家庭と学校とで手順を統一して同じやり方で取り組み、異なる条件のもとでも行動できる
ように促していくこと。放課後の活動の充実については、それが本人にとっての情緒の安定につなげていくことを

主目的とすること。具体的には近隣の自閉症児を受け入れた実績のある学童クラブ、自閉症児への対応に慣れ
ているヘルパーならば、本児にとって過度な負担がなく、安定して楽しく過ごせる時間を用意していけるものと考
えた。パニック、自傷・他害等の不適応行動への対応は最も急務である。この件については、本児の最も身近な

支援者である保護者を支えるネットワークをより強固にする必要があると考えた。これまで通院している病院に加
えて、本児が幼稚園の時に通所していた発達センターが卒園児の支援も行うようになり、母親も週1回パートの

仕事を休めるということなので、適切な支援がなされうる機関として連絡を取ることが適切と考えた。

関係櫨閣の支援(支援体制の構築)

パニックや自傷・他傷といった自閉症の障害ゆえに起きてくる不適応行動に対しては、周囲解一貫して適切な

対応を継続してとり綬けることが有渤である。そこで本人・保護者に加えて、直接本人と接する学童クラブ指導
員、ヘルパー、ボランティアサークルメンバー、発達センター指導員、担任が一堂に会し、「このような場面ではこ
う対応する」といったように具体的な対応方法を統一した。同時に要求、拒否、応諾のサイン言語の形成を支援し
ていくことを確認し、具体的な支援の手順も書面にして全員で理解した。

発達センター・の指導員は本児が通院している医師と知り合いの間柄であったため、本人・保護者の了解を得
て、担任を交えた3者で適宜情報交換をしていくことを確認した。本人・保護者の様子で特に気になることがあれ
ぽ、皆で情報を共有できるようにした。

学童クラブの園外活動やポランティアサークルが主催するイベントの中で、本児が好きそうなものについては積
極的に参加していくこと、体制的に厳しいときはヘルパーが同行すること、活動の内容によっては、そこに担任が
加わって、事前に支援の方怯について確認することなどが決められた。

支橿の効果(現在の状況)

放課釜の活動については、本児もよい表情で嫌がることなく参加できるようになり.また関係者間の連携によって対応が統
一されたことがよい方向に概能し、不適応行動が大幅に減ってきた。ヘルパーと学竜クラブ、学校との連携で、ビデオ、CDの
視聴や公園での自転車乗りなど余暇を過ごすレパートリーが広がり、感覚遊びに没頭している時間も減ってきた。発蓮セン
ターの指導員を中心とした医師と担任を交えた連携は、情報の共有のみならず本人・保護者への支援が同じ方向性をもって

すすめるようになった。それにより保護者は蜜心してそれぞれの支援機関と接することができるようになったようで、以前より積
極的にいろいろな相談を話してきてくれるようになった。長期目標に掲げた身辺処理や家事スキルの向上も徐々にではあるが
成果があがってきている。
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(5)病 弱養護学校の事例

部立寧串養護学校 個別の教育支援計画

本 人

ふり力藍な **** 性 別 生年月目 OO年 △△月口口日生113歳

氏 名 OOOO 男 電話番号 OO-△ △△△一□□ロロ

住 所 〒ODO.△凸坐 東京都00000-OO-OO-000

愛の手帳 身障手帳度1〔 平成 年 月交付∋ 種 綴ll平 成 年 月交爾

病 名 肥 満 特記事項 ADHDを 伴う

保護者
氏 名 △ △ △ △ 電話番号 OO-△ △△△一口日口日

住 所 〒ooo一ム飴△東京都00000-00-00-OOO

在籍校
東京都立XX養 護学校 担当教諭IOOOO

住 所1〒ooo.加 船 東京都00000-O 電話番号oo略 船 ひ 脳 器 ファクシミリOD.ム ムムムー漸 蹄

前籍校OO立OO中 学校[担 当教諭 OOOO 電話番号D。 一飴 飴 一甑期

・=郷 「≧鍵 灘難灘観 憲 ・繍 蕃勲 鷺 働希望∴・ 呂 ・・∫」」㌔贈

本 人
現在;肥満を早く改善して親しい友人のいる前籍校に戻りたい。

将来塙 校に行きたい。

保護者
現在二家で落ち着いて生活して欲しい。

将来:都立高校に進学してもらいたい。
ゴ 』「「鎧 躍1、..欝 華"'『 …..、.㌔ 」,、.軋 蟹 ・昌ぎ

・極端なカロリー制限をせず、遣動を柱とし、肥満軽減を図るように支援する。
・社会適応を目措し、身近な人間関孫{学校での人間関係、地域の友人)に慣れるよう支援する.

乱^_鰍 ・'ち 藩 ・.騰灘 蜘 泌 毒翼勲 謹鵬 叢難 灘i、 職 ・..・・撚i、'賠
・軽い運動を毎目、欠かさず行う習慣を確立する支援を行う.
・気持のコントロールに関し、1人で気持ちを轄ち着かせる場の確保、友人とのトラブルがあった時の生活指導を通した支

援を行う,
・服i匡に閨する支栂キ行う

'"瓢
一・.、、.掌 撫 舞i支摂僅 馨露線榔 囎 慰 艶 欝・壽:..',,

内 容 手だて 教科名等

気持のコントロールの仕方を学習する。 ストレスコントロールグル ープにて学習活動を行う。 自立活動

気持が昂ぶうた時は自公から保健室に行く。 いつでも保健室に行ける体制づくりをする。 学校生活全般一
毎朝、10分間縄跳びをする。 学級活動前の自習時間にオープンスペースで行う。 始楽前

徐身に人とかかわる時間を増やしていく。 当分の間、毎口、給食後に下校する。{家へ)

.,蝦 脚.、 贈'・:'簸 懲 擁 雑 鶉 の 究 撚"・ ハ ・一 購 『 『㌔'巽P、 竃,"

家庭生活
支援機関二 家庭 担当者:保護者 連絡先=*****

支援内容=帰 宅後にウォーキング、縄跳び等を支援する。

余暇・

地域生活

支援機関1前 籍校 担当者;前籍校担任 連路先1*****

支援内容:週 に1度 は親しい友人と会うことができるように双方にアドバイスする。

医療・健康

/

教育相談

支援機関:A病 院 担当者:□口医師 連絡先:*****

支援内容・代謝に関する諸検査及び食生活指導、運動指導

支援機関:B病 院 担当者:oo心 理 士、△△医師 連絡先:*****

支援 内容:投 蘂と服蘂指導及眠 気持の安定のため激 糧嵐 可能な阻り・OOI樋 士に金則こ行く又は相鱗に行く・樋動のため・自艦車で行く・〕

支援機関;C病 院 担当者:xX医 師、◇◇看護師 連絡先:*****

支援内容:A病 院と連絡を取り合い、A病院からの経過報告を定期的に受ける.

支援機関:◇ ◇区教育センター 担当者;▽▽ 連絡先;*****

支援内容=2週 間に1回 の養護学校での生活の報告及び、相談があれば受ける。

福祉
支援機関=担 当者:連 絡先:

支援内容二丁
.・;..『 叢 媛 丙 容 の 辞 価 と課 題{評 価 の 理 時 ヂ 隼 ・ 痔 』』』:日凝 ・ 漕

評 価
肥満については徐々に軽減されたので的確な支援であった。これを維持していきたい。

小集団(3,4人)に おいてはある程度、気持のコントロールができるようになってきた。

課 題 10人 程度の集団の中においても気持のコントロールがスムースに行えるようにする支援が必要である。

作成 日 平成17年O月O日 轡 ・更新(回)〉

都立**養 護学校長0000

作成担当XXXX

私は、以上の内容を了解・確認し、写しを支援機関に渡すことについて同意しました

}

平成t7年O月O日 氏名 △ △ △ △
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障害の状況と現在までの経過(将来についての希望)

肥満(肥満はA病 院の肥満外来に通院)で中1の2学 期に地域の中学校(悟緒障害学級に通級)より

転学してきた。単に肥満というだけでなく、ADHDと の診断も受けていた。C病院に入院した経験力1あり、

現在、A病院の心理的ケアを受けている。相談員も病弱養護学校の転学に関し、憂慮していたケースで
ある。やはり、転学後、不適応、精神的に不安定な状態になってしまった。内向的な母親のため、相談で

きる人物が身近にいないということもあり、母親も現在の子どもに対して何をしたらよいのか悩み、困惑Lて

いる状態にあった。本人は仲の良い友達と遊びたい願望もあり、そのため、できるだけ早い時期に前籍校

に戻りたいという気持ちがある。しかし、気持とは裏腹に日常の中での自分の気持ちのコントロールはうま

くいっていない状況にある、また、女子に好意を持ってもらいたいという気持も芽生え始め、肥満解消に関
しては前向きである。中学卒業後のことも多少考えているようで、友達と同じ高校に行きたいと思ってい

る。また、母親もそう願っている、

支援目標の設定と必要と思われる支提

支援の目標を 「身近な人間関係に慣れる」としたが、まず、クラスメイトというより同 じ学習

グループの生徒(4人 の学習グループ)と の人間関係構築から始めることとし、徐々にクラス

(8人)の 集団に慣れていくことを基本にした。また、学校生活の中で気持が昂ぶってしまった

時には、保健室でクールダウンすることとし、そういう場合は自ら保健室に行く努力をする確認

をした。また、気持の安定を図るたあに、1日 に1回 、養護教諭または、担任力圷 校前に面談を

行い、自立活動ではス トレスコントロールのグループに所属 し、自分の気持をどの様に安定させ

るか調べ学習やロールプレイング等の活動をすることにした。また、肥満を改善することで、自

信をっけてもらい、本人の循望である前籍校に戻ることを達成させ、精神的な安定も図ることを
確認した。

関係機関の支援(支援体制の構筆)

校内委員会ではやはり医療 と医療 との連携が必要であり、医療中心とした支媛体制を構築してい

くことが重要ということで一致した.ま た、本人が信頼している相談センターの支援力泌 要である
とし、担任、B病 院の心理士、C病 院のソシアルワーカー、相談員、本校看護師、本校養護教諭、

寄宿舎指導員、保護者の構成で支接会議を開き.早 急にどんな支援が必要なのかを話し合った。支

援会議においては、本人が相談員、心理士と継綾的に面談することとB病 院とC病 院が定期的に連
絡をとりあう支援をしていくことも確認 した。

肥満の軽減には積極的で、徐 々に体重が減ってきて、本人の自信につながっているようである.そ れに伴っ
て、小集団という環境の中に限っては気持ちのコントロールも改善されてきていて、気持が昂ぶる回数が以前に

比べ、減少 し、クールダウンにかかる時間も短くなってきた。 しかし、10人 前後の集団となると気持のコント
ロールがままならない状態にある。

上記の状態を考慮し、少しずつ人間関係に慣れるよう活動を工夫していく。
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四 ま と め と 今 後 の 課 題

今 回 の研 究 で は、個別 の教 育 支援 計画 の策 定にお け る的確 な 目標 設定 、保 護者 の 参画 の在

り方 、校 内委 員会 の在 り方 、支援 会議 の 進 め方や支 援体 制 の構 築方 法等 を中心 に、 その方 策

を検 討す る と ともに、そ の効 果 的 な活用 事例 の開発 を行 っ た。 今後 、 これ らの研 究 の成 果 を

生 か しなが ら、 さらに効果 的 な活 用 事例 を実 践的 に開発 してい く必 要 が ある.ま た 、今回 の

研 究 を通 して、以 下 の点 が さ らなる課題 と して残 され て い る こ とが明確 にな った.今 後 、 こ

れ らの課題 を、個 別 の教 育支援 計 画の策 定 ・活用 を通 して 、実践 的に解 決 してい くこ とが 重

要 で ある。

1教 員の専 門性 の 向上

(1)支 援 内容 の調整 を図 る企 画力 の 向上

支援 内容 の調整 を図 る上 で、本人 の ニー一ズ に即 した社会 資源 が整 備 されて いな い場 合

に は、 ニー ズ を充足す る方 法 を検討 し、柔軟 に対応 す る こ とが求 め られ てい る。 また 、

社 会 資源(現 行制 度)の 弾力的運 用 が必 要な場 合 も少 な くない。 コーデ ィネー ター 等 の

個 別 の教 育 支援計 画 の策 定 にかか わ る担 当者 は、柔 軟 に対 応 してい く能 力や 、支援 機 関

をっ な いで い く調 整力 、支援 体 制 の構築 に 向 けた企 画 力 が重 要に な って い る。

(2)障 害特 性 に応 じた指 導力 の向上

個 々の児童 ・生徒 に応 じた、効果 的 な支援体 制 の構築 を 図 るた めに は、 コー デ ィネ ー

ター は も とよ り、盲 ・ろ う ・養 護学 校 の全教員 が 、障 害 に対す る正 しい知識 と情報 収集

能 力 を高 め、 障害特性 に応 じた教科 ・領 域等 の適 切 な指 導力 を付 け る ことが 必要 にな っ

て い る.さ らに、本 人 ・保 護者 の精 神的 なサ ポー トに必 要 なカ ウンセ リング技 術 を高 め

る こ とも課題 に なって い る。

2校 内委 員会 の 機能 の充実

個別 の 教育 支援 計 画を活 用 し、本 人 を中心 と した 支援 ネ ッ トワー クの構 築 を図 るた めに

は 、盲 ・ろ う ・養 護 学校 にお け るセ ンター的機 能 の さ らな る充実が 求 め られ る。 特 別支援

教 育にお いて 、盲 ・ろ う ・養護 学校 がそ の地域 でセ ン ター 的 な機 能 を発揮 して い く には、

各 校 に設 置 され た校 内委 員会 の機 能 の充 実が重 要 で あ る。

東京 都 特別 支援教 育推 進 計 画では 、個別 の教 育支援 計 画 を平成19年 度 か ら、小 ・中学

校 へ の普 及 を進 め てい くと してい る。そ の 中心 的 な役割 を果 た して い くのが校 内委 員会 で

あ る。 盲 ・ろ う ・養 護学校 の校 内委 員会 は 、 こ う した小 ・中学校 の校 内委 員会 を支援 で き

る機 能 の 充実 が求 め られ てい くこ とにな る。

3エ リア ・ネ ッ トワー クの構 築 と特 別支 援 プ ロジ ェク トの推進

個別 の教 育支 援 計画の 活用 には 、乳幼 児期 か ら学 校 卒 業後 、成人期 までの各 ライ フステ

ー ジに対応 す る一 貫 した 支援 体制 の整備 と、 区市 町村 を単位 と した 教 育、保健 ・医療 、福

祉 、労働 等 の 支援機 関や 専門 家 に よるネ ッ トワー クの構 築 が 必要で あ る、 しか し、現 在 そ

の 整備 状 況 は 、地域 に よ り格 差が生 じて い る現状 に あ る。 今 後、盲 ・ろ う ・養 護学校 は 、

個 別 の教 育 支援 計 画を活 用 し、障害 者の 地域 生活 の 充実や 職 業生活 の 充実に 向け て、学校

在 学 中 に地域 の社 会資源 の基盤 整備 の一層 の推進 を 図 る必要 があ る。
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